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令和４年度 愛知県障がい者施設歯科検診事業について 

 

愛知県福祉局福祉部障害福祉課 
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３ 障福第２ １ ５ ５ 号

令和４ 年３ 月１ 日

各障害福祉関係施設管理者 様

愛知県福祉局福祉部障害福祉課長

（ 公 印 省 略 ）

令和４年度 愛知県障がい者施設歯科健診事業について（ 通知）

日頃は、 本県の障害福祉の向上にご協力いただき、 御礼申し上げます。

このたび障害児・ 者施設の利用者の方々 の歯科健診等を下記のとおり行うことと

なりました。つきましては歯科健診等の実施を希望される場合は、別添申込書に必

要事項を記入のうえ、令和４年４月１ ５日（ 金） までにファクシミ リで障害福祉課

までお申し込みく ださい。

記

１ 実施者

一般社団法人愛知県歯科医師会

２ 目的

歯科疾患の予防、歯科疾病の早期発見及び歯科健康教育の推進を図り、障害児

者の健康維持に努めること。

３ 対象

障害者支援施設及び障害児入所施設の利用者

※障害者通所支援事業所（ 生活介護等）、 グループホーム及び障害児通所支援

事業所の利用者は対象に含まれません。

※計画段階で受診予定者が少数の場合は近隣の施設と調整のうえ、１０名以上

で申し込んでく ださい。（ 県では調整しません。）。

４ 実施内容

（ １） 歯科健診及び歯科衛生指導（ 個別・ 集団）

（ ２） フッ化物塗布によるむし歯予防

（ ３） 施設職員に対する歯科健康教育講話

５ 実施方法

愛知県歯科医師会が健診スタッフを施設等に派遣し実施する。

６ 実施日時等

（ １） 実施期間 令和４年６月から１２月まで

（ ２） 実施曜日 原則木曜日

（ ３） 日 数 １日

（ ４） 健 診 料 無料

７ 派遣内容等の問い合わせ先

一般社団法人愛知県歯科医師会

電 話 ０５２－９６２－９１０６

メール j i gyo@ai shi . or. j p

担 当 事業所指導グループ（ 野澤）

電 話 ０５２－９５４－７４００（ ﾀ゙ ｲﾔﾙｲﾝ）

Ｆ ＡＸ ０５２－９５４－６９２０
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愛知県福祉局福祉部障害福祉課 行 
FAX ０５２-９５４-６９２０ 

 

令和４年度（２０２２年度）愛知県障がい者施設歯科健診事業申込書 

  

令和 ４ 年    月     日 

                           施設名 

                           施設長                   印 

下記のとおり、申込みます。 

記 

施 設 名 
 

施設種別 

（必ずご記入下さい） 

 

 

入所施設のみ 

住 所 

〒   － 

 

電話 （     ）    ― FAX （     ）    ― 

施 設 長 名 
 

担 当 者 名 
 

実 施 内 容 

該当する箇所の□に 

 点を入れて下さい 

 

歯科健診対象者 

□身体障がい者 □知的障がい者 □精神障がい者 

  

 

実施希望年月日 

第一希望：令和     年     月     日（   ） 

第二希望：令和     年     月     日（   ） 

第三希望：令和     年     月     日（   ） 

  ※6 月～12 月の間にお願いします。 

受診予定者        人 

職 員 数                        人 （健診対象にはなりません） 

※近隣の施設と調整し 10 名以上での申し込みをする事業所については、歯科健診等の実施

場所となる事業所の情報を記載してください。ただし、受診予定者欄は合計の人数を記載

してください。 

※希望者のみ提出 
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令和３年度 指定障がい福祉サービス事業者等の実地指導における 

指摘事項について 

 

豊田市福祉部総務監査課 
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令和３年度 指定障がい福祉サービス事業者等の実地指導における指摘事項について 

 

 

１ 指導監査の概要 

（１）目的 

指定障がい福祉サービス事業者等が法令、通知等を遵守し、適正な事業運営を実施している
か否かを明らかにし、当該事業者等の適正かつ円滑な事業運営を確保すること。 

 

（２）対象 

  ア 指定障がい福祉サービス事業者 

  イ 指定障がい者支援施設の設置者 

  ウ 指定一般相談支援事業者、指定特定相談支援事業者、指定障がい児相談支援事業者 

  エ 指定障がい児通所支援事業者（令和元年度から中核市に権限移譲） 

  オ 指定地域生活支援事業者 

 

（３）実施方法 

区分 実施方法 対象事業所 実施課 

指導 

集団指導 
一定の場所における
講習の方式 

全事業所（年１回程度） 
障がい福祉課 

（総務監査課） 

実地指導 

事業所・施設等におい
て面接、書類確認等に
より実施 

入所施設 概ね３年ごと 

事業所  概ね３年ごと 
総務監査課 

監査 

事業所・施設等におい
て面接、書類確認等に
より実施 

指導の結果監査が必要な場合 

支援内容や給付費の請求内容
が不適切な疑いのある場合 

総務監査課 

（障がい福祉課） 

  ※その他、業務管理体制の確認検査を実地又は書面にて実施することがあります。 

  ※入所施設の実地指導について、社会福祉施設の指導監査周期の見直しがなされたことにより、 

これまでは概ね２年ごとでしたが今後は概ね３年ごとになります。 
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２ 指定障がい福祉サービス事業者等の実地指導実施状況について 
  令和３年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により実地指導の一部を中止したため、例

年に比べて実施数及び実施率は低くなりました。 

適正かつ円滑な事業運営を確保していくため、来年度も感染状況を踏まえつつ実地指導を実施
してまいります。皆様のご理解・ご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

サービス種類 事業所数 
（R3.4.1 時点） 

実施数 
（R4.2.28 時点） 実施率（％） 

障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
・
児
童
福
祉
法 

居宅介護 ４７ ５ １０．６％ 

重度訪問介護 ４４ ４ ９．１％ 

同行援護 ９ １ １１．１％ 

行動援護 ３ ０ ０．０％ 

療養介護 ０   

生活介護（基準該当含む） ３３ ８ ２４．２％ 

短期入所（共生型含む） １８ ４ ２２．２％ 

重度障がい者等包括支援 ０   

自立訓練（機能訓練） ０   

自立訓練（生活訓練） ２ ０ ０．０％ 

就労移行支援 １０ ４ ４０．０％ 

就労継続支援Ａ型 １０ １ １０．０％ 

就労継続支援Ｂ型 ２５ ４ １６．０％ 

就労定着支援 １ 0 0％ 

自立生活援助 ０   

共同生活援助 １５ ２ １３．３％ 

施設入所支援 ４ ０ ０．０％ 

地域移行支援 ２ １ ５０．０％ 

地域定着支援 ２ １ ５０．０％ 

計画相談支援 ２９ ５ １７．２％ 

障がい児相談支援 ２２ ４ １８．２％ 

児童発達支援 ２１ ６ ２８．６％ 

放課後等デイサービス ４０ ９ ２２．５％ 

保育所等訪問支援 ２ １ ５０．０％ 

計 ３３９ ６０ １７．７％ 

 ※事業所数は、計上した時点で休止中の事業所を含む 
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サービス種類 事業所数 
（R３.4.1 時点） 

実施数 
（R4.2.28 時点） 実施率（％） 

豊
田
市
地
域
生
活
支
援
事
業 

移動支援 ３４ ３ ８．８％ 

身体障がい児者移動入浴 ５ ０ ０．０％ 

身体障がい児者自立支援 ５ ０ ０．０％ 

地域活動支援センターⅢ型 ２ ０ ０．０％ 

地域生活支援デイサービス ２１ ４ １９．０％ 

デイサービス型地域活動支援事業 ２ ０ ０．０％ 

日中短期入所 １７ ３ １７．６％ 

計 ８６ １０ １１．６％ 

 
 
 
３ 実地指導における主な指摘事項一覧       
（１）共通事項                   ※令和３年 4 月 令和４年 2 月実施分 

区分 № 指摘事項の概要 補足 

勤務
体制 

１ 
勤務表について、常勤・非常勤の別及び兼務関
係を記載したものを月ごとに作成すること。 

事業所として適切な人員配置ができ
ているか自己点検できる形式である
ことが望ましいです。 

 
 
 
運営
規程 
・ 
契約
書類
等 

２ 

運営規程と重要事項説明書の整合を図ること。 事業所運営の内容を変更した場合
は、重要事項説明書や運営規程の記
載を修正してください。また、関連
する書類も確認し、修正漏れがない
ようにしてください。 

３ 

運営規程・重要事項説明書について実態に即し
て修正すること。 
（サービス提供日、運営時間、サービス提供時
間、通常の事業の実施地域、利用料金、単位数、
従業員の勤務体制） 
 
 

運営規程の見直しをしないまま、実
態に即していないものが何年も使用
されている事例が見られます。運営
規程については、１年に１回程度、
記載内容が実態と合っているか確認
してください。なお、運営規程を変
更したときは、豊田市障がい福祉課
へ届出をしてください。 

４ 

重要事項説明書等に、事故発生時の対応を記載
すること。 

事故発生時の対応については、文書
の交付による説明が必要なため、利
用者に渡す重要事項説明書や契約書
等に記載してください。 

  

※事業所数は、計上した時点で休止中の事業所含む 
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区分 № 指摘事項の概要 補足 

運営
規程 
・ 

契約
書類
等 

５ 

提供するサービスの第三者評価の実施状況に
ついて、利用者等に文書を交付して説明を行
い、同意を得ること。 

最も指摘事項として多い内容です。
毎年指摘事項として掲載していま
す。第三者評価を実施していない場
合は、実施していない旨を記載しま
す。実施している場合は、直近の実
施日、実施した評価機関、評価結果
の開示状況を記載する必要がありま
す。 

６ 

サービス担当者会議等において、家族の情報を
利用するときは、あらかじめ文書により同意を
得ることに留意すること。 

個人情報利用同意書に、本人のみの
署名だと、家族の同意を得ているこ
とにはなりません。 
可能な限り文書により家族の同意を
得てください。 

【令和３年度改正のポイント】 
①基本報酬・加算について単位数が改正されています。また、豊田市は５級地から４級地に
変更になり、１単位当たりの単価も改正されています。重要事項説明書等に単位数・利用料
金を記載している事業所は必ず見直し、実態に即した内容としてください。 
②運営規程・重要事項説明書に記載する従業員の職種・員数及び職務の内容については、基
準省令においておくべきとされている員数を満たす範囲において「〇人以上」と記載しても
差し支えないこととなりました。（根拠 基準省令第３1 条 解釈通知。全サービス共通） 

身体
拘束 

７ 

身体拘束を行う際の障がい児の心身の状況を
記録すること。 

心身の状況を記録することにより、
どのような状況なら利用者が安定し
ているか、身体拘束を解除できるか
どうかの判断につながります。不必
要な身体拘束を行わないためにも、
身体拘束を行っている際の利用者の
状況を記録してください。 

【令和３年度改正のポイント】 
これまで努力義務だった「身体拘束等の適正化のための措置」が義務化されました 
完全義務化までに猶予期間がある措置もありますが、利用者への適正なサービス実施のた

めにも速やかに取り組んでください。義務化の内容については後述します。 
処遇
改善
加算 

８ 
処遇改善加算について、資質向上、資格取得の
ための支援にかかる具体的な計画を策定する
こと。 

 

個別
支援
計画 

９ 

個別支援計画が作成されていない期間がある
ため、適正に計画を作成すること。当該未作成
期間については個別支援計画未作成減算に該
当するため、自主点検の上過誤調整を行うこ
と。 

モニタリングを行うとともに、適切
に計画作成業務を行ってください。 
なお、未作成の月から３月未満の月
は所定単位の 70／100、連続３月以
上の月は所定単位の 50／100 とな
ります。 
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区分 № 指摘事項の概要 補足 

その
他 

10 

サービス提供の記録は利用者ごとに作成する
こと。 

日々のサービス提供の記録は、モニ
タリングや計画変更時の重要な資料
となります。個々の利用者ごとに作
成してください。 

11 

代理受領通知を作成して、利用者に通知するこ
と。 

請求の内容について確認を受けるこ
とに加えて、給付費を適正に受給し
たことを利用者又は保護者に通知す
る必要があります。実際に適正な支
給を受けたことを通知する趣旨のた
め、事業所として支給が確認できた
日以降に通知を行ってください。 

12 
協力医療機関について、事業所内に掲示又は自
由に閲覧可能な状態で備え置くこと。 

重要事項説明書等に記載されている
場合は、備え置く必要はありません。 

13 

従業者等が業務上知り得た利用者及び家族の
秘密を漏らすことがないよう、必要な措置を講
ずること。退職後の秘密保持についても必要な
措置を講ずること。 

守秘義務の遵守のため、事業所とし
て対応してください。また、退職後
の守秘義務についても何らかの形で
位置付けが必要です。 

 

（２）居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

個別
支援
計画 

1 

個別支援計画について、担当する従業者の資格
種別についても記載すること。 

資格種別の記載は居宅介護のみ該当
します。従業者の資格種別に応じて、
報酬の単位数が変化します。事前に
計画へ位置付け、利用者へ説明して
ください。 

 

（３）共同生活援助 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

報酬
算定 

1 

帰宅時支援加算について、利用者の居宅等にお
ける生活状況の記録がないケースが見受けら
えたため、適切に記録すること。 

算定にあたって、利用者の帰宅期間
中は、家族等と連携を図り、生活状
況等を把握するとともにその記録を
残しておくことが必要です。 

２ 

重度障がい者支援加算について、算定対象とな
る利用者に対し、支援計画シートを作成するこ
と。 

行動障がいのある利用者に算定する
場合は、支援計画シートの作成が必
要となります。 
なお、令和３年度改正で区分４以上
で障がい支援区分の認定調査項目の
うちの行動関連項目等の合計点数が
１０点以上の利用者も算定対象とな
りました（算定区分（Ⅱ）該当）。 
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（４）生活介護 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

報酬 1 

工賃の支払いについて、生産活動に係る事業の
収入から必要経費を控除した額に相当する金
額を支払うこと。 

金銭の支払いに代えて「工賃相当額
の物品」を支給することは認められ
ません。 

 

（５）就労継続支援Ａ型 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

個別
支援
計画 

1 

就労継続支援Ａ型計画において、利用者の希望
（業務内容、労働時間、賃金）を記載すること。 

利用者が自立した日常生活又は社会
生活を営むことができるよう、計画
に利用者の希望を明記してくださ
い。 
（参考 就労移行支援事業、就労継
続支援事業（A 型、B 型）における
留意事項について） 

 

（６）就労継続支援Ｂ型 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

個別
支援
計画 

1 

個別支援計画が作成されていない期間がある
ため、適正に計画を作成すること。当該未作成
期間については個別支援計画未作成減算に該
当するため、自主点検の上過誤調整を行うこ
と。 

利用者のモニタリング時期に適切に
モニタリングを行うとともに、適切
に計画作成業務を行ってください。 
なお、未作成の月から３月未満の月
は所定単位の 70／100、連続３月以
上の月は所定単位の 50／100 とな
ります。 

報酬 ２ 

食事提供体制加算について加算の算定要件を
満たしていないため、自主点検の上過誤調整を
行うこと。 

食事提供体制加算は計画等により食
事の提供を行うこととなっている利
用者で、施設内調理、クックチル・
クックフリーズにより外部調理され
たものを再加熱、又はクックサーブ
により提供する場合に算定できま
す。 
なお、施設入所支援を利用している
日については、加算の算定はできな
いことに注意してください。 
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区分 No. 指摘事項の概要 補足 

運営 ３ 

就労支援事業会計基準に基づき、令和３年度決
算分からつぎの書類を作成すること 
（１）就労支援事業別事業活動別明細書 
（３）就労支援事業製造原価明細書及び就労支 

援事業販管費明細書 
（３）就労支援事業明細書 

 

就労移行支援、就労継続支援 A 型・
B 型を行う事業所は、適切に製造原
価を把握したうえで適正な利用者工
賃・給与を算出するために、左記書
類を作成してください。 
（１）は作成が必要です。 
年間売上高が5,000万円以下で製造
業務と販売業務に係る費用を区分す
ることが困難な場合は、（２）に代え
て（３）を作成すれば足りることと
します。 

 

（７）児童発達支援 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

報酬 1 

家庭連携加算を算定する場合は、相談援助業務
を児童発達支援計画に位置付け、給付決定保護
者の同意を得ること。 

この加算は、通常の支援＋αで家庭訪
問をし、相談支援をすることを評価
するものです。計画作成のためのモ
ニタリング・アセスメントを家庭で
行ったことをもって、算定要件を満
たすものではありません。 

 

（８）計画相談支援、障がい児相談支援 

区分 No. 指摘事項の概要 補足 

その
他の
運営
基準 

１ 

相談支援専門員の経験年数を掲示すること。 利用申込者のサービスの選択に資す
ると認められる重要事項として、事
業所内で閲覧できるように備えてお
く必要があります。 

 

４ 令和３年度制度改正関連 

  令和３年度制度改正により令和３年４月１日から、虐待防止のための措置、業務継続計画（BCP)

の策定、衛生管理の指針等策定、身体拘束等の適正化のための措置が義務付けられました。猶予
期間はありますが、各事業所においては速やかに対応いただきますようお願いいたします。 

【略称】 

 指定障がい福祉サービス基準 障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律
に基づく指定障がい福祉サービスの事業などの人員、設備及び運
営に関する基準（平成 18 年厚労省令第 171 号） 

 指定通所支援基準      児童福祉法の基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営
に関する基準（平成 24 年厚労省令第 15 号） 
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（１）虐待防止のための措置 

（指定障がい福祉サービス基準第４０条の２・指定通所支援基準第４５条第２項） 

   委員会の設置・研修の実施・虐待防止責任者の設置について、経過措置として令和４年３年 

３１日までは努力義務とされています。まだ対応していない事業所・法人については早急にご 

対応ください。 

 

【委員会の設置】 

虐待防止のための対策を検討する委員会を少なくとも１年に１回は開催するとともに、その
結果について従業者に周知徹底してください。委員会の設置等に関することは、運営規程に定
める必要があります。 

・委員会は、事業所単位でなく法人単位で設置いただければ結構です。 

・委員会には事業所管理者や虐待防止責任者が参加すれば問題ありません。既存の委員会等
の中で、虐待防止について併せて議論いただく形でも結構です。 

・委員会の開催については、テレビ電話等の通信機器を用いた開催も可能です。 

【研修】 

従業者に対し、新規採用時及び年１回以上、虐待防止のための研修を実施してください。 

【虐待防止責任者】 

虐待防止のための措置を適切に実施するための担当者を置いてください。 

 

（２）業務継続計画（BCP）の策定 

  （指定障がい福祉サービス基準第３３条の２・指定通所支援基準第３８条の２） 

   「業務継続計画（BCP）」とは、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービ 

ス提供を継続的に実施するため、あるいは非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画で 

す。経過措置として令和６年３月３１日までは努力義務とされています。不測の事態に対応で 

きるよう、速やかに策定いただくようお願いします。 

【業務継続計画（BCP）の策定】 

業務継続計画を策定したら従業者に周知してください。作成にあたっては、下記ＵＲＬの研 

修動画を参考にしてください（令和２年度事業所研修 掲載）。 
オンライン教材「大規模災害に備えた事業継続計画（ＢＣＰ）の策定」 
https://www.aju-cil.com/others/bcp.html 
パスワード「bcp_toyota」 

【研修・訓練】 

必要な研修や訓練を定期的に（年１回以上）実施してください。 

 ・訓練は、業務継続計画に基づき非常時における役割分担や利用者への支援を行ってく 

ださい。方法は机上・実地のいずれでも問いません。 

    ・感染症発生時の業務継続計画に基づく訓練は、感染症の予防及びまん延防止の訓練と一 

体的に行っていただいても差し支えありません。 

 

（３）衛生管理の指針等策定 

  （指定障がい福祉サービス基準第第３４条第３項・指定通所支援基準第４１条第２項） 

   経過措置として令和６年３月３1 日までは努力義務とされています。指針の策定・委員会の設 
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置に務めていただくようお願いします。 

【委員会の設置】 

感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会を概ね６月に１回以上開催し、
その結果を従業者へ周知徹底してください。 

・既存の衛生委員会等で感染症予防及びまん延防止等について検討いただければ結構です。 

・新たに委員会を設置する必要はありません。 

・専任の感染対策を担当する従業員（感染対策担当者）を決めておくことが必要です。 

・事業所単位ではなく法人単位で設置いただければ結構です。 

・委員会の開催については、テレビ電話等の通信機器を用いた開催も可能です。 

【指針の策定】 

感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備してください。 

・平常時の対策、発生時の対応について規定してください。 

参考資料 障がい福祉サービス施設・事業所職員のための感染対策マニュアル 

【研修及び訓練の実施】 

感染症の予防及びまん延防止のための研修を新規採用時及び年 1 回以上、訓練を年１回以上
実施してください。 

・訓練は、業務継続計画に基づき非常時における役割分担や利用者への支援を行ってく 

ださい。方法は机上・実地のいずれでも問いません。 

   ・訓練は、感染症発生時の業務継続計画に基づく訓練と一体的に行っていただいても差し支 

えありません。 

 

（４）身体拘束等の適正化のための措置 

  （指定障がい福祉サービス基準第３５条の２・指定通所支援基準第４４条第３項） 

   令和３年度改正により、身体拘束等の禁止が基準省令に明記されました。あわせて、身体拘
束等の適正化のため、以下の措置が事業者に義務付けられました。経過措置は令和４年３月３
１日までです。まだ措置が取れていない法人・事業所については、早急に措置を講じてくださ
い。 

【委員会の設置】 

身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を少なくとも１年に１回は開催すると
ともに、その結果について従業者に周知徹底してください。 

・委員会は、事業所単位でなく法人単位で設置いただければ結構です。 

・委員会には事業所管理者や虐待防止責任者が参加すれば問題ありません。既存の委員会等
の中で、虐待防止について併せて議論いただく形でも結構です。 

・委員会の開催については、テレビ電話等の通信機器を用いた開催も可能です。 
  【指針の整備】 

身体拘束等の適正化のための指針を整備してください。 
【研修の実施】 

従業者に対し、身体拘束適正化のための研修を定期的に実施してください。 
 

※令和５年４月１日以降、上記取組が適切になされていない場合は「身体拘束廃止未実施減
算（５単位／日）の対象となります。 
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令和３年度 社会福祉法人・施設の指導監査における指摘事項について 

 

豊田市福祉部総務監査課 
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令和３年度 社会福祉法人・施設の指導監査における指摘事項について 
 

１ 監査実施状況 
社会福祉法人 １７法人中３法人 
社会福祉施設 老人福祉２９施設中５施設 

児童福祉３４施設中２５施設 
障がい福祉 4 施設中１施設 

   社会福祉施設指導監査周期の見直しにより、老人福祉及び障がい福祉各施設については、
今年度から 3 年周期となっております。なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、
今年度は実施予定施設の一部を中止しております。 

 

２ 指摘件数と主な指摘事項 
  社会福祉法人・施設監査において指摘した事項のうち、障がい福祉事業所にも関連がある

事項は以下の通りです。「補足」には関連する条文や関係機関への届出について記載をして
います。事業所運営において参考にしてください。 

※□は自己点検時にご活用ください。 
①社会福祉法人運営 

件数 内 容 補 足   
２件 理事⾧の職務執行報告について、実際に開催され

た理事会（決議の省略によらない理事会）におい
て行うこと。 

指摘内容は社会福祉法人の運営に関
することですが、各事業所においても
法令遵守の上、適切に運営していただ
きますようお願いいたします。 

□ 

１件 決算関係書類等の備え置きについて、理事会と定
時評議員会の間に必要な日数（中 14 日）を空け
るよう留意すること。 

□ 

１件 借入を行う場合は、理事会の決議を行うこと。 
 

□ 

②資産管理 
１件 社会福祉事業の用に供する土地について、国若し

くは地方公共団体以外から借り受ける場合は、事
業の存続に必要な期間の地上権又は賃借権を設
定し、登記すること。 

□ 

③会計経理（法人・施設） 
３件 現金・切手等について、鍵のかかる場所等、適切

に保管すること。 
□ 

２件 現金・切手等について、残高確認・現物確認を行
うこと。 

□ 

２件 収納した現金は、経理規程で定める期限までに金
融機関に預け入れること。 

□ 

１件 契約書に収入印紙が貼付されていない案件が見
受けられたため、適切に対応すること。 

□ 
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④施設運営 
４件 運営規程（重要事項説明書）等に記載すべき事項

を不足なく記載すること。 
 

□ 

１２件 施設の見やすい場所に重要事項を掲示すること。 障がい福祉事業所の場合は、自由に閲
覧可能な形で備え付けることにより、
掲示に代えることができます。 

□ 

１件 消防計画に定める自主点検について、一部実施で
きていない項目が見られたため、適切に実施する
こと。 

 
□ 

⑤職員処遇 
件数 内 容 補 足   
２件 短時間労働者との労働契約の締結にあたっては、

文書の交付により明示が義務付けられている事
項を労働条件通知書等に記載すること。 

【労基法第 15 条】 
【パートタイム・有期雇用労働法第 6
条】 
労働契約の期間、就業する場所等のほ
か、昇給、退職手当、賞与の有無及び
短時間労働者の雇用管理の改善等に
関する事項に係る相談窓口の明示が
義務付けられています。 

□ 

１件 時間外労働・休日労働をさせる場合は、労働者の
過半数を代表する者との協定（36 協定）を締結
し、労働基準監督署へ届出を行うこと。 

【労基法第 36 条】 
36 協定は届出日以降に有効となりま
す。協定期間前に届け出てください。 

□ 

６件 就業規則等について、実態に即して見直しを行う
こと。 
（早番の勤務時間２件、賞与の有無２件、手当の
内容２件） 

【労基法第 89・90 条】 
10 人以上の労働者を雇用する場合、
就業規則の作成及び届出が義務付け
られています。変更時も同様であるた
め、状況が変わった際には規則を変更
し、届け出てください。なお、労基法
第 89 条に掲げる事項に関する規則
は、労基法上「就業規則」として扱わ
れるため、同様の手続が必要です。
例 給与規程や退職規程等 

□ 

６件 給与規程の変更について、労働組合又は労働者の
過半数を代表する者の意見を添えて、労働基準監
督署へ届け出ること。 

□ 

２件 育児休業の申出を受けた場合は、育児・介護休業
規程に基づき、育児休業取扱通知書を書面又はそ
れに準ずる方法により交付すること。 

【育児・介護休業法第 5・6 条】 
「書面又はそれに準ずる方法」とは、
FAX・メール等文面により確認できる
方法を言います。 

□ 
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令和４年度 事業者指定関係書類の提出について 

 

豊田市福祉部障がい福祉課 

 

33



令和４年度 事業者指定関係書類の提出について 

 

１ はじめに 

 

・令和４年４月分の加算届について、体制等状況一覧表の届出内容に変更がない事業所は提出

不要とします（基本報酬算定区分についても、確認の結果現在と同じ区分であれば、提出不要と

します。ただし、就労継続支援Ａ型事業所は、変更がない場合でも提出ください。）。 

※詳細は「加算の届出について」をご確認ください。 

 

・４月１日が変更日の場合、変更届の提出期限は本来４月１０日ですが、４月１５日提出期限の加

算届を提出する場合に限り、変更届の提出期限も４月１５日（必着）とします。その場合、変更届と

加算届を別々に提出していただく必要はありませんので、同封して郵送で提出ください。 

※詳細は「変更等の手続きについて」をご確認ください。 

 

・「虐待の防止」や「従業者の員数」など、「報酬改定に伴う運営規程の変更」については、変更届

の提出不要とします。 

※詳細は「変更等の手続きについて」をご確認ください。 

 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、事業者指定や加算などの相談や書類の確認は窓

口で行っておりません。相談や質問はメール又は電話、書類の提出は郵送でお願いします。 

※事前連絡なく来庁されると対応できない場合がありますのでご注意下さい。 

※特に４月は窓口が大変混雑しますので、書類の提出は必ず郵送でお願いします。 

＜宛先＞ 

「〒471-8501 豊田市西町3-60 豊田市障がい福祉課 総務担当 事業者指定担当者あて」 

※事業所控えが必要な場合は、副本と返信用封筒（要切手貼付）を同封してください。確認後に受

領印を押印して返送します。 

＜メールアドレス＞ 

「shougai-hu-soumu@city.toyota.aichi.jp」 

 

・職員の資格証等を過去に当市に提出したことがあり、提出年月がわかる場合は、「従業者の勤

務の体制及び勤務形態一覧表」の「資格」、「資格証等提出年月」に記載いただければ、再提出し

ていただく必要はありません（記載がない場合は、関係する加算等の提出ごとに資格証等の添付

が必要となります。）。 
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・書類の提出日は空欄とせず、実際に提出する日（郵送の場合は郵送日）を必ず記入してください。

また、担当者及び連絡先が付箋等でわかるようにお願いします。 

 

・書類の押印及び原本証明は不要としておりますが、「実務経験証明書」は従事先法人の代表印

が必要です。 

 

・提出する書類は、原則Ａ４サイズとし、ホームページの「提出書類一覧」などの順番に並べてホチ

キスどめせずに提出ください。 

※ただし、「運営規程」など、単一の書類で複数枚となる書類については、当該書類のみ左側を２

箇所ホチキスどめしてください。 

 

・重複する書類については、届出書類ごとにそれぞれ添付してください。 

（例）生活介護事業所Ａと放課後等デイサービス事業所Ｂで兼務する職員がおり、両事業所で

福祉専門職員配置等加算を算定する場合は、両事業所の加算届にそれぞれ必要となる資格証

又は実務経験証明書（共に写し可）を添付。 

 

・書類の記載誤り・漏れ、必要書類の不足等が非常に多いため、提出前に内容をよく確認してくだ

さい。また、様式は必ず豊田市ホームページの最新様式を使用してください
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２ 加算の届出について 

 

・４月分の加算届については、特例措置として４月１５日までに提出いただければ遡って変更しま

す。また、令和３年度は、報酬改定があったためすべての事業所に提出していただきましたが、新

型コロナウイルス感染拡大により事業者の業務負担が増加していることを考慮し、今年度は体制

等状況一覧表の届出内容に変更がない事業所は提出不要とします。 

 

＜手順１＞ 

・基本報酬算定区分、前年度の平均利用者数、算定している加算の要件を満たすか等について、

入念に確認ください。 

 

＜手順２＞ 

・算定している加算（体制等状況一覧表の届出内容）に変更がある場合→加算届を提出 

※「変更のある加算に係る届出書・必要書類のみ」提出いただいても、「算定するすべての加算の

届出書・必要書類」を提出いただいても、どちらの方法でも構いません。 

※「変更のある加算に係る届出書・必要書類のみ」提出いただいた場合でも、疑義がある場合

は、追加書類を提出していただくことがありますのでご承知おきください。 

 

・算定している加算（体制等状況一覧表の届出内容）に変更がない場合→加算届の提出は不要 

※令和３年度はすべての事業所に提出を求めていましたが、令和４年度は変更がない事業所は

提出不要とします。お間違えないようお願いします。 

※基本報酬算定区分についても、確認の結果現在と同じ区分であれば、提出不要とします。ただ

し、就労継続支援Ａ型事業所は、変更がない場合でも提出ください。 

 

（１）届出に必要な書類   

書類名 留意事項 

介護（ 障がい 児

通所）給付費算

定に係る体制等

に関する届出書 

＜裏面＞ 

・異動等の区分→「２変更」に「〇」 

・異動年月日→令和４年４月１日 

・異動項目→変更となる加算名称を記載 

・変更前・後→変更内容を記載   

（例） 「変更前：福祉専門職員配置等加算（Ⅱ）」、「変更後：福祉専門職員配置等加算（Ⅰ）」 
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給付費等算定に

係る体制等状況

一覧表（別紙 1） 

・「その他該当する体制等」は、すべての項目に必ず○を付けてください。 

・「適用開始日」 

令和4年4月1日から新たに算定（変更）する加算→R4.4.1 

その他→空欄 or 過去の算定開始（変更）日 

従業者の勤務の

体制及び勤務形

態一覧表（別紙

2､2-2､2-3）及び

組織体制図（参

考様式 12） 

※令和 4 年 4 月分を

作成  

・日中サービス支援型 GH は「別紙 2-2」で作成ください。 

※介護サービス包括型・外部サービス利用型 GH は「別紙 2」で作成ください。 

・障がい児通所支援事業は「別紙 2-3」で作成ください。 

※日ごとの「勤務合計時間数」だけでなく、「何時から何時に勤務、休憩したか」を詳

細に記載する必要があります。 

・変形労働時間制の事業所は、「第５週」、「変形期間」、「左の期間の常勤の勤務す

べき時間数」を必ず記載ください。 

※変形労働時間制でない事業所は、第５週の記載は不要です。 

・他の事業所でも勤務している職員がいる場合は、「他の事業所の名称及び職名」、

「他事業所での合計勤務時間数」を必ず記載ください。 

・組織体制図は、法人内の事業所間での職員の兼務状況等を確認するための書類

ですので、事業所名と職種だけでなく職員名の記載も必要です。 

※ただし、申請対象の事業所の従業者が他の事業所で勤務しない場合は、他の事

業所については記載を省略して差し支えありません。 

取得加算に必要

な届出書 

・豊田市ホームページに掲載されている「加算の届出に必要な書類一覧」でご確認く

ださい 

取得加算に必要

な証明書等添付

書類の写し 

※実務経験証明書、

資 格 証 、 研 修 修 了

証、卒業証書、食事

提供加算に係る業務

委託契約書、特別支

援加算に係る特別支

援計画、延長支援加

・特別支援加算に係る特別支援計画、延長支援加算に係る個別支援計画について

は、加算を既に算定している場合であっても、対象者を追加する場合は、当該障が

い児の支援計画を添付してください。 

・福祉専門職員配置等加算（Ⅲ）の「勤続 3 年以上の常勤職員が 30％以上」の要件

に該当する場合は、対象職員の実務経験証明書をご提出ください。 

・育児・介護休業法による短時間勤務制度や休業等の対象となる常勤職員がいる場

合は、証明資料をご提出ください。 

・サービス管理責任者（児童発達支援管理責任者）に変更がない場合、経歴書、実

務経験証明書、資格証、研修修了証等の再提出は不要です。 

・職員の資格証等を過去に当市に提出したことがあり、提出年月がわかる場合は、
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算に係る個別支援計

画など 

「従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表」の「資格」、「資格証等提出年月」に記

載いただければ、再提出していただく必要はありません。また、同法人の別事業所

の届出に添付した場合は、当該事業所名も記載ください。 

※加算の届出のみ行う場合、「変更届出書」の添付は不要です。 

※令和３年４月１日以前に指定を受けた就労継続支援Ａ型事業所は、「（別紙 40）就労継続支援 A

型に係る基本報酬の算定区分に関する届出書」、「（様式１）就労継続支援Ａ型事業所における

地域連携活動実施状況報告書）、「（様式２－１）就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表

（全体）」、「（様式２－２）就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ）」を加

算届に添付ください。詳細は「就労継続支援Ａ型のスコア方式による評価内容の公表及び報

告について」をご確認ください。 

※令和３年４月１日以前に指定を受けた児童発達支援及び放課後等デイサービス事業所は、最

新の評価表を加算届に添付ください。詳細は「障がい児通所支援事業の留意事項について」

内「児童発達支援及び放課後等デイサービスの自己評価結果等の公表について」をご確認く

ださい。 

 

（２）提出期限 

  令和４年４月１５日（必着） 

 ※必ず郵送で提出ください。 

 ※提出期限を過ぎると、最短で６月以降の算定となりますのでご注意ください。 

 

（３）その他留意事項 

通常月（５月以降）における加算の届出 

変更内容 提出期限 

新たに加算等を算定 
前月１５日必着※ 

加算等の区分変更（単位数増加） 

加算等の取り下げ ・ 減算 
わかり次第早急に 

加算等の区分変更（単位数減少） 

平均利用者数の変更に伴う届出（基本報酬区分、 

人員配置体制加算、夜間支援等体制加算など） 
変更月の月末 

※１５日が閉庁日の場合は、直前の開庁日が提出期限となります 

（例）新たに加算等を算定、８月１５日が日曜日の場合 

８月１３日（金）に受理⇒９月サービス提供分から適用 

※１４日以降に受理した場合、１０月サービス提供分から適用となります。 
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・５月変更分の加算届は、特例措置とする４月変更分の加算届と同じ４月１５日が提出期限となり

ますので、４月分と５月分の２件の加算届を同時に提出する場合は、それぞれ独立した届出を作

成して提出ください。 

 

・令和３年度の市総務監査課が行った実地指導により、「家庭連携加算」の要件不備について指

摘がありました。原因は、児童発達支援計画への記載漏れです。各加算の取得要件について、基

準省令等をよく確認してください。 

 

【豊田市ホームページ】 

加算等の届出について ※トップページのサイト内検索欄に「1003271」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003271.html 
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３ 変更等の手続きについて 

 

・４月１日が変更日の場合、変更届の提出期限は本来４月１０日ですが、４月１５日提出期限の加

算届を提出する場合に限り、変更届の提出期限も４月１５日（必着）とします。その場合、変更届と

加算届を別々に提出していただく必要はありませんので、同封して郵送で提出ください。 

 

・令和３年度障がい福祉サービス等報酬改定により、以下の内容について運営規程の変更が必

要及び可能となりましたので、ご確認下さい。 

 

（１）虐待の防止について 

 令和４年４月１日から以下の内容が義務化されます。 

・ 虐待防止委員会の設置等 

・ 従業者への研修の実施 

・ 虐待の防止等のための責任者の設置 

※詳細につきましては、厚生労働省の指定基準省令・解釈通知等を確認いただき、適切な対応を

お願いします。また、運営規程を変更していない場合、変更をお願いします。 

＜記載例＞ 

「事業所は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、

従業者に対し、研修を実施する等の措置を講ずるものとする。」 

※「講ずるよう努めるものとする。」では努力義務の記載となるため適切ではありません。 

 

（２）運営規程及び重要事項説明書の「従業者の員数」について 

 従業者の「員数」は日々変わりうるものであるため、業務負担軽減等の観点から、人員基準を満

たす範囲において、「○人以上」と記載できることとなりました。事務負担軽減及び記載ミス防止の

ため、ぜひ変更をご検討ください。 

＜これまでの記載例＞ 

・生活支援員２名（常勤職員１名、非常勤職員１名） 

 ⇒１名や２名になった場合、その都度運営規程及び重要事項説明書の変更が必要。 

 

＜可能となった記載例＞ 

・生活支援員１名以上 

⇒２名でも３名でも、運営規程及び重要事項説明書の変更が不要。 

 

40



※上記を含め、「報酬改定に伴う運営規程の変更」については、特例措置として変更届の提出不

要とします。 

 

【豊田市ホームページ】 

変更等の届出について ※トップページのサイト内検索欄に「1003276」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003276.html
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４ 福祉・介護職員処遇改善加算等の届出について 

 

（１）届出に必要な書類 

・別紙様式 2-1 計画書_総括表 

・別紙様式 2-2 個表_処遇 

・別紙様式 2-3 個表_特定（※特定加算を算定する場合のみ） 

※職員分類の変更特例を適用する職員がいる場合のみ、「別紙様式 2-4 職員分類の変更特

例に係る報告」も必要。 

※計画書の様式が変わりますので、必ず新様式でご提出ください（旧様式では受理できませ

ん。）。厚生労働省から新様式が示され次第、豊田市ホームページに掲載し、メールでご連絡しま

す。 

 

（２）提出期限 

  令和４年４月１５日（必着） 

 ※必ず郵送で提出ください。 

 ※提出期限を過ぎると、最短で６月以降の算定となりますのでご注意ください。 

 

（３）その他留意事項 

・福祉・介護職員処遇改善加算等は、毎年度届出が必要ですので、令和３年度に取得していた

場合でも、令和４年度の計画書を提出しなければ取得することができませんのでご注意下さい。 

・賃金改善実施期間は原則４月から翌年の３月までの１年間ですが、６月からの１年間として取

扱うことも可能です。 

・令和３年度実績報告書の提出期限は令和４年７月末日です（６月頃に別途通知します。）。 

・「福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金」の申請・問合せ先は、豊田市でなく愛知県です

のでお間違えないようお願いします。詳細は、以下愛知県ホームページでご確認下さい。 

 

【豊田市ホームページ】 

福祉・介護職員の処遇改善に関する加算について ※トップページのサイト内検索欄に「1003272」

を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003272.html 

 

【愛知県障害福祉課ホームページ】 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shogai/shogai-aichi-shogukaizen-kohukin.html
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５ 就労継続支援Ａ型のスコア方式による評価内容の公表及び報告について 

 

・令和３年４月から、就労継続支援Ａ型事業所は、スコア告示の規定により算出される評価

点（以下「スコア」という。）の合計点及び詳細について、ホームページ等インターネット

を利用し、毎年度４月中に公表することが義務づけられています。 

スコア方式による評価内容が未公表の場合、給付費が１５％減算となります。 

 

（１）公表及び報告 

・インターネットのホームページ等を活用して公表を行った後、当市に当該公表場所（Ｕ

ＲＬ等）をメールで報告ください。 

・報告するＵＲＬは、法人や事業所のトップページではなく、評価表が掲載されているペ

ージとしてください。 

 

・報告先メールアドレス 

shougai-hu-soumu@city.toyota.aichi.jp 

・メールの件名 

スコア方式による評価内容の公表について 

・公表及び報告期限 

令和４年４月３０日まで 

・公表様式 

様式１   就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書 

様式２－１ 就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体） 

様式２－２ 就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ） 

※地域連携活動を実施していない場合、様式１の公表は不要です。 

※様式には必ず公表日を記載ください。 

 

（２）その他留意事項 

・経営改善計画書を作成している事業所においては、当該経営改善計画書も併せて公表す

ることが望ましいです。 

・新規指定事業所の初年度(年度途中に指定された事業所については、初年度及び２年度

目)については、スコアを算出できないため、公表は必要ありません。 

・ＳＮＳを利用しての公表も可としますが、ログインしなければ閲覧できない場合は「広
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く公表」の要件を満たしているとは判断できませんので、誰でも閲覧ができる状態としてく

ださい。 

・メールでの報告だけでなく、加算の届出も必要です。詳細は「加算の届出について」をご

確認ください。 

 

（３）参考 

・厚生労働大臣の定める事項及び評価方法（令和３年厚生労働省告示第88 号） 

・厚生労働大臣の定める事項及び評価方法の留意事項について（令和３年３月３０日 

障発０３３０第５号） 

 

【豊田市ホームページ】 

加算等の届出について ※トップページのサイト内検索欄に「1003271」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003271.html 
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６ 就労移行・継続支援事業に係る届出について 

・就労移行・継続支援事業所は、以下の事項を市町村等へ報告する必要があります。 

 

（１）前年度における就職した利用者数等の報告 

対象 就労移行支援 

根拠 指定障がい福祉サービス基準第 183 条 

方法等 

方法：「就職状況報告書」を障がい福祉課総務担当へ提出 

時期：４月１５日（必着） 

※「就職状況報告書」様式は豊田市ホームページに掲載 

 

（２）工賃の目標水準（当該年度）及び工賃の平均額（前年度）の報告（市） 

対象 就労継続支援 B 型 

根拠 指定障がい福祉サービス基準第 201 条第 4 項 

方法等 

方法：「工賃実績報告（月額・時間額）」を障がい福祉課計画担当へ提出 

時期：随時（別途メールにて依頼） 

※「工賃実績報告（月額・時間額）」様式は別途メール送付 

 

（３）工賃の目標水準（当該年度）及び工賃の平均額（前年度）の通知（利用者） 

対象 就労継続支援 B 型 

根拠 指定障がい福祉サービス基準第 201 条第 4 項 

方法等 

方法：工賃の目標水準（当該年度）及び工賃の平均額（前年度）を、利用者に通知

（様式自由） 

時期：毎年度 

 

（４）施設外就労実績の報告 

対象 施設外就労を実施している事業所 

根拠 就労支援事業留意事項 5（2）④オ 

方法等 

方法：「施設外就労実施報告書」を市障がい福祉課自立担当へ提出 

時期：施設外就労を実施した月の給付費請求時 

※「施設外就労実施報告書」様式は豊田市ホームページに掲載 

 

【豊田市ホームページ】 

加算等の届出について ※トップページのサイト内検索欄に「1003271」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003271.html 
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７ 利用日数に係る特例の適用を受ける日中活動サービス等に係る届出について 

 

・生活介護、自立訓練（宿泊型を除く）、就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所で、１人の

障がい者が各月に日中活動サービスを利用できる日数は、各月の日数から８日を控除した日数

（以下「原則の日数）という。）を限度としますが、事業運営上の理由から原則の日数を超える支援

が必要となる場合は、あらかじめ豊田市に届け出ることにより、当該事業者が特定する３か月以

上１年以内の期間において、利用日数の合計が原則の日数の総和の範囲内であれば、原則の日

数を超えて利用することができます。 

この特例の適用を受ける場合には、対象期間の前月末日までに届出書を豊田市に提出する必

要があります。 

 

（１）届出に必要な書類 

   ・利用日数に係る特例の適用を受ける日中活動サービス等に係る（変更）届出書 

・年間スケジュール表など年間を通じた事業計画がわかる資料 

・利用日数に係る特例を受ける場合の利用日数管理票 

 

（２）提出期限（４月から特例の対象期間とする場合） 

   毎年３月３１日（必着） 

 

（３）その他留意事項 

適応を受けるためには、事業運営上の理由が明確である必要があります。 

〇 生産活動の請負発注元の営業形態に合わせる必要があるため 

× 利用者の都合で「土曜日も利用したい」という希望があったため 

 

【豊田市ホームページ】 

利用日数に係る特例の適用を受ける日中活動サービス等に係る届出について ※トップページの

サイト内検索欄に「1004119」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1004119.html 
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８ 新型コロナウイルスについて 

 

（１）人員基準等の臨時的な取扱いについて 

厚生労働省事務連絡に基づき、新型コロナウイルス等に係る人員基準等の臨時的な取扱いに

該当する場合は、以下の取り扱いとしてください。 

 

・加算・変更届などの届出を行う場合→具体的な内容（対象となる加算、要件を満たせない理由

等）を記載した「理由書（様式任意）」を作成し、届出時に併せて提出してください。 

 

・それ以外の場合→実地指導の際に確認できるよう、記録（対象となる加算、要件を満たせない

理由等）を残しておいてください。 

 

（２）市への報告について 

 事業所の職員や利用者が新型コロナウイルスに感染した場合は、速やかに書面で報告をお願

いします。なお、濃厚接触者（疑いを含む）の発生、PCR検査の受検、陰性の報告は不要とさせて

いただきます。 

 

【豊田市ホームページ】  

障がい福祉サービス等事業者向け情報（新型コロナウイルス感染症関係） ※トップページのサイ

ト内検索欄に「1037060」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1037060.html 

 

事故報告について ※トップページのサイト内検索欄に「1004120」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1004120.html
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９ ＢＣＰ（事業継続計画）について 

 

・豊田市では、障がい福祉サービス事業所等におけるＢＣＰの意義と策定方法を紹介し、豊田市

内の事業所におけるＢＣＰ策定率の向上を目的に、ＢＣＰ策定支援オンラインセミナーを行ってい

ますので、以下のサイトよりご視聴ください。 

 また、令和４年１月に豊田市内の障がい福祉サービス事業所等を対象に実施した、策定状況ア

ンケートの結果をお知らせします。 

 

自然災害ＢＣＰ（２００事業所から回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症ＢＣＰ（２００事業所から回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＢＣＰ策定支援オンラインセミナーホームページ ※委託業者のホームページ】 

大規模災害に備えた事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

https://www.aju-cil.com/others/bcp.html 

 

新型コロナウィルス感染症に備えた事業継続計画（ＢＣＰ）の策定 

https://www.aju-cil.com/others/corona_bcp.html 

※パスワードは共に「bcp_toyota」 

策定済

47件 23.5%

策定済かつ研修実施

1件 0.5%

策定済かつ訓練実施

8件 4.0%

策定済かつ研修実施、訓練実施

1件 0.5%

策定中

80件 40.0%

策定未着手

54件 27.0%

回答なし 4.5%

策定済

28件
14.0%

策定済かつ研修実施

12件 6.0%

策定済かつ訓練実施

2件 1.0%

策定済かつ研修実施、

訓練実施

2件 1.0%
策定中

62件 31.0%

策定未着手

85件 42.5%

回答なし 9件 4.5%
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１０ その他留意事項  
 

 

・新規指定申請、事業所の移転を行う際は、必ず事前にメールで図面相談をお願いします。 

※新規指定申請時は事業開始予定月の3か月前の末日が期限です。 

具体的な相談方法は、豊田市ホームページでご確認ください。 

 

・新規指定等の相談について、行政書士、建築業者、フランチャイズの本部、コンサルタントなどの

代理人のみの相談は対応しかねますので、必ず事業者が行うようにしてください。 

 

・「令和２年度事業所説明会 資料」に掲載している、「指定放課後等デイサービスに関する留意事

項について（P34～40）」、「人員配置・加算・減算等に係る留意事項について（P72～90）」も参考に

ご確認ください。 

 

・豊田市からの連絡は、法人の代表アドレス宛てにメールでお送りします（原則１法人１アドレス。）。

メールを受信した法人から、必要に応じて各事業所や担当者に情報展開をお願いします。 

※代表アドレスの変更を希望する場合は、メールでご連絡ください。 

 

【豊田市ホームページ】 

指定申請の手続きについて ※トップページのサイト内検索欄に「1003273」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003273.html 

 

変更等の手続きについて ※トップページのサイト内検索欄に「1003276」を入力。 

http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003276.html 
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障がい児通所支援事業の留意事項について 

 

豊田市福祉部障がい福祉課 
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障がい児通所支援事業の留意事項について 
 

 

児童発達支援及び放課後等デイサービスの自己評価結果等の公表及び報告について 

 

・児童発達支援事業者及び放課後等デイサービス事業者は、「児童発達支援ガイドライ

ン」、「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいた自己評価を実施し、その結果及び

改善内容を１年に１回以上、インターネットのホームページ等を活用して公表することが

義務づけられています。自己評価結果等の公表が未実施の場合、給付費が１５％減算とな

ります。 

 

１ 公表及び報告 

・インターネットのホームページ等を活用して公表を行った後、ＷＡＭ ＮＥＴの障がい福

祉サービス等情報公表システムに公表場所（ＵＲＬ等）を登録ください。登録方法は別添

をご確認ください。 

・当市に当該公表場所（ＵＲＬ等）のメール報告及び評価表の提出を行ってください。 

なお、登録及び報告するＵＲＬは、法人や事業所のトップページではなく、評価表が掲

載されているページとしてください。 

 

（１）報告先メールアドレス 

shougai-hu-soumu@city.toyota.aichi.jp 

（２）メールの件名 

自己評価結果等の公表について 

（３）公表及び報告期限 

・令和３年４月１日以前に指定を受けた事業所→令和４年３月３１日 

・令和３年５月１日以降に指定を受けた事業所→指定日から１年以内 

※期限までに報告及び公表されない場合、減算適用の対象となります。 

（４）評価表の提出方法 

 ・４月に加算届を提出する事業所 →最新の評価表を加算届に添付 

・４月に加算届を提出しない事業所→最新の評価表をメールに添付 

※加算届の提出については、「令和４年度 事業者指定関係書類の提出について」の「加算の

届出について」をご確認ください。 

※評価表には必ず公表日を記載ください。 
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２ 評価手順（参考） 

（１）職員による自己評価 

事業所の職員が「事業者向け自己評価表」を用いて、事業所の支援の評価を行う。その

際、「はい」「いいえ」にチェックするだけでなく、各項目について「工夫している点」「課

題や改善すべき点」等について自己評価する。 

 

（２）保護者等による評価 

事業者から保護者等に対して、「保護者等向け評価表」を配布してアンケート調査を行

う。保護者等から回答をとりまとめ、「ご意見」欄の記述も含め集計する。 

 

（３）事業所全体による自己評価 

事業所の職員による自己評価及び保護者等による事業所評価の結果を踏まえ、職員全員

で討議し、項目ごとに評価を行う。特に、「課題や改善すべき点」について、認識をすり合

わせる。 

職員間で認識が共有された課題や改善すべき点について検討を行い、速やかに改善の対

応を図る、若しくは、改善目標を立てる。なお、討議の結果は書面に記録し、職員間で共

有する。 

討議に際しては、保護者等に対するアンケート調査結果を十分に踏まえ、支援の提供者

の認識と保護者等の認識のずれを客観的に分析する。 

 

（４）自己評価結果の公表 

事業所全体による自己評価に基づき、「事業所における自己評価結果（公表）」と「保護

者等からの事業所評価の集計結果（公表）」をインターネットのホームページ等を活用して

公表する。 

 

（５）支援の改善 

課題や改善すべき点の検討結果を踏まえ、速やかに改善の対応を図る、若しくは、立て

られた改善目標に沿って、支援を改善していく。 

 

（６）留意事項 

・評価表等様式例は、ガイドラインを参考としてください。なお、様式例以外の独自の評

価表とする場合であっても、ガイドラインを網羅した内容としてください。 

・事業所における自己評価は、保護者等による事業所評価を踏まえて行うものであり、保

護者等へのアンケート調査が必要になります。また、事業所内掲示や利用者への結果送付
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のみでなく、上記１(5)のとおり障がい福祉サービス等情報公表システムへの掲載(豊田市

の承認)が必要です。 

・「はい」、「いいえ」の集計だけでなく、各項目について「工夫している点」「課題や改善

すべき点を踏まえた改善内容又は改善目標」まで記載し、公表してください。 

 

３ 自己評価結果等未公表減算 

以下のような場合、届出がされていない月から当該状態が解消されるに至った月まで、

利用児全員について減算適用となります。 

・URLの届出がない場合。 

・URLが所定の場所に記載されていない場合。 

・URLの記載はあるが、評価表が張り付けられていない場合。 

・評価表が掲載されているページのURLでない場合（法人や事業所のトップページ等）。 

・URLのリンクが切れている、誤っている場合。 

※年度初めは正しく届出できていても、年度途中でリンク切れとなる事案が生じていま

す。月に１回以上は事業所にて公表状況を確認してください。 

・インターネット上の公表を実施していない場合（例：事業所に掲示、保護者に配布等）。 

・保護者からの事業所評価は公表されているが、自己評価の公表がない場合。 

・年に一度以上の公表がされていない場合。 

※年に一度の公表が分かるように公表日を必ず記載してください。 

・ログインしなければ閲覧できない場合。 

※ＳＮＳを利用しての公表も可としますが、ログインしなければ閲覧できない場合は「広

く公表」の要件を満たしているとは判断できませんので、誰でも閲覧ができる状態として

ください。 
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別添
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障害児通所支援事業所における定員超過利用減算対象確認シート 令和 4 年度分　　

★ 数字の入力方法や、⑧に表示される用語の意味については、「記載例・説明」のシートもご確認ください。

令和 4 年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

① 延べ利用者数（人）（注１） 200 200 400 190 190

② 過去3月間の延べ利用者数（人） 400 800 790 780 380 190 0 0 0 0 0 0

③ 利用定員（人） 10 10 10 10 10

④ 開所日数（日） 20 20 20 20 20

⑤
利用定員×開所日数
（③×④）

0 200 200 200 200 200 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 受入可能延べ利用者数（人）（注２） 0 260 260 260 260 260 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑦
過去3月間の受入可能延べ利用者
の合計数（人）

520 780 780 780 520 260 0 0 0 0 0 0

⑧
定員超過利用減算の算定の要否
（②＞⑦＝減算必要）

error 減算必要 減算必要 減算不要 error error error error error error error error

（注２）利用定員が12人以上の場合：「⑤×（125／100）」、「11人以下の場合：（③＋3）×④」

記載例・表示内容の説明

前年度

（注１）災害等やむを得ない事由により受け入れる障害児は、①の人数から除くことができる。ただし、「障害の特性や病状等のため欠席しがちで、定期的な利用を見込むこと
が難しい障害児」は、この取扱いの対象とはならない点に留意されたい（欠席しがちであっても、利用をする場合は障害児の数として計上する）。

● 定員超過利用減算は過去３ヶ月分の利用状況により算出するため、定員超過が生じた場合、当該月の前後２ヶ月についても利用者数等を入力すること。

事業所名 ○○事業所

提供サービス名 児童発達支援及び放課後等デイサービス（多機能型）

提供単位（単位分けを行っている場合のみ記入） 単位１

※ 例えば、４月に定員超過が生じたときは、２月、３月、５月、６月にも入力が必要。前年度の２月に定員超過が生じたときは、１月、３月、４月に入力が必要（欄が無い前年度12月以前は記入不要）。

※ 本シートを作成する「定員超過が生じた場合」は、１日でも利用定員を超過した日があるときも含み、また、災害等やむを得ない事由により定員超過となっている場合も含めるものとする。

● 本様式により定員超過利用減算の算定が不要と確認した月であっても、当該月のうち、１日に利用定員の１５０％を超えるなど一定の範囲を超えて障害児を受
け入れた日がある場合には、当該日について定員超過利用減算の算定が必要となる点に留意すること。

水色のセルに入力

をしてください。

（色のないセルは自

動入力です。）

年度を  してください。

単位分けを っている場合、単位の名

称を  してください。事業所で単位

の名称を定めていない場合は、どの単

位のシートかが分かるよう、適宜名称

を設定してください。（「単位１」などの

名称でも構いません。）

①の前３月の数字を合計して、表示

しています。

⑥の前３月の数字を合計して、表示

しています。

減算の要否を判定する上で必要な前

3月の数字（①、③、④の欄）が全

て  されない場合、「error」が表示

されたままになります。

①、③、④の欄の数字を  しないと、減算の要否が正

しく表示されません。

  漏れがないようにしてください。

・ ４月だけ定員超過が生じた場合は、6 まで  した時点で下のような表になります。

・ この例では、５ ・６ で、②「過去３ 間の延べ利 者数」が、⑦「過去３ 間の受 可能延べ利 者の合計数」を超えるので、５ と６ の⑧の欄に、「減算必要」と

表 されています。そのため、５ と６ は、定員超過利 減算を算定する必要があります。

・ ７ は、②が⑦の数字を超えていないので、⑧の欄に、「減算不要」と表 されます。７ は、定員超過利 減算を算定する必要はありません。

【豊田市ホームページ】加算等の届出について　※トップページのサイト内検索欄に「1003271」を入力。
http://www.city.toyota.aichi.jp/jigyousha/tetsuzuki/hukushiservice/1019958/1003271.html68



令和４年度 豊田市地域生活支援事業報酬改定について 

 

豊田市福祉部障がい福祉課 
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令和４年度豊田市地域生活支援事業報酬改定について 
 

令和４年度からの地域生活支援事業（市町村が地域の特徴等を考慮して実施できる障がい
福祉サービス）の報酬改定を行います。基本的に国の障がい福祉サービスの単位数を基準と
しているため、国の報酬改定の次年度に実施しています。 

＜報酬改定の方針＞ 
・令和３年度の国の報酬改定に準じた単位数を設定 
・国の障がい福祉サービスごとの地域区分（※）を盛り込んだ単位数を設定 
※地域ごとの人件費の地域差を調整（４級地 居宅介護 10.72 円、生活介護 10.73 円） 

⇒これまで地域生活支援事業の報酬には地域区分を加味していなかったが、近隣市町村の状
況等を勘案し、今回の改定から単位数に反映させる（１単位＝１０円は変更無し） 

 
１ 改定日                                        
   令和４年４月１日（令和４年４月サービス提供分から適用） 
２ 報酬を改定するサービス                             
・ケアスタッフ ・移動支援 ・日中短期入所 ・地域生活支援デイサービス   

・地域活動支援センターⅢ型 ・デイ型地域生活支援事業 ・移動入浴 
３ 報酬改定の内容について（各種サービスコードは HP に掲載）                 
（１）ケアスタッフについて 
 ケアスタッフは、家事援助が「居宅介護（家事援助」の７０％、身体介護が「居宅介護（身
体介護）」の６０％の単位数で算出しているため、次のとおり改定を行います。 

種 別 現 行 改正後 増減率 

家 事 １３４単位（日中６０分） １４７単位（日中６０分） ＋１０％ 

身 体 ２３６単位（日中６０分） ２５８単位（日中６０分） ＋９％ 

 
（２）移動支援について 

 移動支援は、身体介護を伴う支援が「居宅介護（通院等介助）の身体伴う」、身体介護を
伴わない支援が「居宅介護（通院等介助）の身体伴わない」の単位数を適用しているため、
次のとおり改定を行います。 

種 別 現 行 改正後 増減率 

身体伴う ３９３単位（日中６０分） ４３１単位（日中６０分） ＋１０％ 

身体伴わない １９１単位（日中６０分） ２１０単位（日中６０分） ＋１０％ 

                            
（３）日中一時支援（日中短期入所・地域デイ）について 
 日中一時支援は、「生活介護２１人以上４０人以下区分２以下」の単位数を適用し、次の
とおり改定を行います。※他の時間区分の単位数も、下表と同じ増減率で改定。 

種 別 現 行 改正後 増減率 

地域デイ ４９６単位（区分Ⅱ6～8Ｈ） ５１１単位（区分Ⅱ6～8Ｈ） ＋３％ 

日中短期 ４９６単位 （日中６０分） ５１１単位 （日中６０分） ＋３％ 
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（４）地域活動支援センター事業Ⅲ型について 
 地域活動支援センター事業Ⅲ型は、日中一時支援の単位数を適用しているため、日中一
時支援と同様の改定を行います。 

種 別 現 行 改正後 増減率 

地活Ⅲ型 ４９６単位（8Ｈ以下） ５１１単位（8Ｈ以下） ＋３％ 

  
（５）デイ型地域生活支援事業について 

デイ型地域生活支援事業は、基本（区分１ ４）が「生活介護定員２０人以下区分３」
及び「生活介護２１人以上４０人以下区分２以下」、重度（区分５ ６）が「生活介護定
員２０人以下区分５」及び「生活介護２０人以下区分４」の単位数を適用しているため、
次のとおり改定を行います。 

種 別 現 行 改正後 増減率 

基 本 ６１７単位 ６４３単位 ＋４％ 

重 度 ９６９単位 １,０３４単位 ＋７％ 

 
（６）移動入浴について 
 移動入浴の報酬単価は、障がい福祉サービスには類似のサービスがないため、介護保険サ
ービスの「訪問入浴」の単位数及び地域区分から算出している。令和３年度に介護保険サー
ビスの報酬改定が行われたため、次のとおり改定を行います。 

種 別 現 行 改正後 増減率 

全身浴 

1,３４４単位 １,３６６単位 

＋２％ 
1,256（訪問入浴の単位） 

×1.070（介護の地域区分） 

＝1,344 単位 

1,260（訪問入浴の単位） 

×1.084（介護の地域区分） 

＝1,366 単位 

部分浴 
９４１単位 １,２２９単位 

＋３１％ 
1,344 単位（全身浴）の 70％ 1,366 単位（全身浴）の 90％ 

加 算  初回加算 ２１７単位（新設） － 

 
４ 各種加算について                                   

各種加算は国の障がい福祉サービス等の単位数を適用しているため、次のとおり改定を行
います。 

加算名 現 行 改正後 加算名 現 行 改正後 

食事提供加算 ３０単位 ３２単位 送迎加算 ２１単位 ２３単位 

上限管理加算 １５０単位 １６１単位 入浴加算 ５０単位 ４３単位 

重度支援加算Ⅰ ５０単位 ５４単位 重度支援加算Ⅱ ６０単位 ６４単位 

緊急受入加算 １２０単位 １９３単位    
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５ その他連絡事項                                 

（１）地域生活支援事業の請求書等の提出期限について 
 毎月１０日を提出期限としています。郵送で提出される場合は１０日必着でお願いします。
期限を過ぎて提出（到着）された場合は、当月に審査を行うのが困難になるため翌月の審査
（翌々月の支払い）となる場合もあります。ご注意ください。 
（例１）１０日が土曜日→９日（金）期限（必着） （例２）１０日が日曜日→８日（金）期限（必着） 

５月、１月については連休等があるため、地域生活支援事業の請求書等の提出期限につい
ては下記のとおりとします。請求日は１日 １０日までの日付で記載してください。 

利用月 提出期限 
令和４年４月分 令和４年５月１１日（水） 

令和４年１２月分 令和５年１月１１日（水） 

 実績記録票の様式が押印廃止により変更されています。変更後の様式はホームページに掲
載してありますので、よろしくお願いします。 

（２）受給者証について 
更新月翌月の障がい支援区分や負担上限月額の誤りが多々見受けられるため、受給者証の

更新時には必ず原本の確認を行ってください。 

（３）国保連合会請求における警告等について 
 国保連合会請求に関して、下記のような警告等が審査の際に散見されます。 

①A 事業所で欠席時対応加算を算定している日に、Ｂ事業所を利用していた。 
②Ａ事業所とＢ事業所の実績が重複している。 
 ①に関しては障がい児通所支援系の事業所に多く見られます。欠席時対応加算を算定され
る場合は、同一日に他事業所の利用について確認をお願いします。また、正しいサービス提
供日時を実績記録票に入力しないと②の警告が発生しますので、正しい実績での入力をお願
いします。③明細書に該当する上限管理結果票が届いていない。 

④総費用額が上限額管理結果票と明細書で不一致。 
 上限管理を行った場合は、上限管理結果票も忘れずに国保連合会へ送信してください。ま
た、上限管理結果票と実際の請求が一致していない場合がありますので、確認のうえ請求を
お願いします。 

⑤請求明細書の「契約支給量」が受給者台帳の「決定支給量」を超えている。 
⑥請求明細書のサービス提供量が「契約支給量」を超えている。 
 受給者と契約を行った場合、契約内容報告書のご提出をお願いしていますが、国保連合会
への請求の際も正しい契約支給量を入力してください。正しい状態ではない場合、⑤⑥の警
告が出ます。 

★一部の事業所において、一度返戻した請求について修正を行わずそのまま再請求を行っているケ
ースが見受けられます。不明な点は請求担当へお問い合わせのうえ、修正・再請求を行ってくださ
い。 
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重層的支援体制整備事業について 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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個別支援会議等のオンライン化について 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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生活困窮者のための就労訓練事業の実施協力について 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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豊田市は、国から SDGｓ未来都市として選定を受けています。 

ＳＤＧｓでは、１７の目標が設定されており、福祉分野では「全ての人に健康

と福祉を ～あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進

する～」という目標も掲げられています。 

誰一人取り残されることなく、誰もが支え合うことのできる地域共生社会の

実現に向けての取組の一つが「生活困窮者のための就労認定訓練事業」です。 

 障がい福祉サービス事業者の皆様におかれましては、地域における公益的な

取組として、事業実施の協力について、ご検討をお願いします。 

 

 

１ 対象者はどんな人？ 

 ●すぐには一般企業で働くことが難しい方です。長期離職者や、ニート、ひき

こもり、心身の課題があったりと、さまざまな状況の方が利用できます。 

 ●障がい者手帳の所持や、疾病や障がい等の診断名の有無は関係ありません。 

 

 

２ 就労訓練事業とは？ 

 ●生活困窮者の自立相談支援機関（豊田市では、社会福祉協議会となります）

からの紹介に応じて、就労に困難を抱える方を受け入れます。 

 ●就労訓練事業者は、就労の機会を提供するとともに、生活面や健康面での支

援を行います。 

 ●利用者に対し、訓練として就労体験の場を提供する「非雇用型」と雇用契約

を締結したうえで支援付きの就労を行う「雇用型」のいずれかで就労訓練を

行います。 

 ●具体的なイメージとしては、障がい福祉サービスの「就労継続支援 A 型・

B 型」と類似しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【厚生労働省「生活困窮者自立支援法に基づく認定就労訓練事業の実施に関

するガイドライン」（抜粋）】 
 

障がい者就労継続支援事業を行う施設等において、定員外（障がい者総合

支援法に基づく給付等の対象外）として対象者を受け入れ、作業施設内での

就労に携わる中で一般就労に向けた支援を行うようなケースも一つの類型

として想定される。 
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３ 事業を開始するまでの流れ 

 ●就労訓練事業を行うためには、事業所ごとに豊田市長の認定を受ける必要

があります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※社会福祉法人等、法人所管のある法人が実施する場合には、定款変更

（公益事業（定員規模によっては社会福祉事業）への位置づけ）が必要

になる場合があります。 

 

 

４ 障がい福祉サービスとの相違点 

 障がい福祉サービス 就労訓練事業 

事業開始 市の事業所指定を受ける 市の事業所認定を受ける 

報酬 サービス報酬あり 報酬なし 

利用方法 市が支給決定 

（サービス等利用計画が必

要） 

社会福祉協議会が支援決定 

（生活困窮者自立支援プラン

が必要） 

 

 

 

 

 

【認定基準の主な内容】 

（１）就労訓練事業者に関する要件 

  ①法人格を有すること 

  ②事業実施に足りる施設、人員及び財政基盤を有すること 

  ③支援機関のあっせんに応じ、利用希望者を受け入れる など 

（２）就労等の支援に関する要件 

  ①事業の責任者を配置すること（特に資格は必要ありません） 

②就労等の支援に関する計画を策定すること 

  ③利用者の状況を把握し、必要な相談、助言等を行うこと など 

（３）安全衛生に関する要件 

  ●非雇用型の利用者の安全衛生その他の作業条件について、労働基

準法及び労働安全衛生法の規定に準ずること 

（４）災害補償に関する要件 

  ●非雇用型の利用者が就労訓練事業において災害を被った場合の補

償のために、必要な措置を講じること（保険への加入など） 

もっと詳しく知りたいという方は、 

福祉総合相談課までご連絡ください。説明にお伺いします。 

電話 ０５６５－３４－６７９１ 

E メール fukushi-sodan@city.toyota.aichi.jp 
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障がい者虐待の現状について 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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子ども食堂について 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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子ども食堂とは？

豊田市内では、住民による自発的な地域活動の

一つとして「子ども食堂」が広がっています。

子ども食堂は、子どもたちにとって、家でも学

校でもない地域の居場所であり、地域の人たちと
交流しながら調理や食事を通して、さまざまな学

びや体験ができる場になっています。

子ども食堂 ってどんな場所？

学びや体験の場多世代交流の場

地域のコミュニティの場 子どもたちの交流の場

子ども食堂の広がり

【問合せ】

豊田市役所福祉総合相談課

電話0565-34-6791 FAX0565-33-2940
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豊田市内の 子ども食堂 マップ

高岡地区

上郷地区

挙母地区 高橋地区

松平地区

下山地区

足助地区
石野地区

保見地区

猿投地区

小原地区

藤岡地区
旭地区

稲武地区

高岡地区

・みんなで作る子ども食堂

さんぽみち

・前林ひまわり食堂

・おおぞらランチ

上郷地区

・子どもとつくる10代子ども食堂

ゆるっとほっとかふぇ

・あそびとくらしとまなびの家

ちゃぽっと

・天道院郷の里

・多世代サロン子ども食堂

挙母地区

・おばあちゃんちは、ひまわり邸食堂

・ぬくもりねっと

・うめつぼおかえり食堂

・逢妻っ子子どもの茶の間

・子ども食堂、おばあちゃんとお抹茶体験

・龍の子

・子どもカフェまんぷく

・山二食堂

・しもいちばわいわい子ども食堂

・きらりん

・アイビーの庭

高橋地区

・クックくらがいけ

・JA高橋ゆうきの会

・もぐもぐ子ども食堂

・東山ぐぅぐぅ食堂

・ビストロスマイリング

・さくらんぼ

猿投地区

・トジャクリスマス

藤岡地区

・RAINBOWカフェ

※掲載の承諾をいただいている子ども食堂です。（令和４年３月１日現在）

地区なし

・スフィアキッチン

保見地区

・朝ごはんをみんな

で食べよう！
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子ども食堂の1日の流れ（ 例）

９：００ ボランティアが先に集合し、調理器具などを消毒する
１０：３０ 子ども食堂オープン

①受付（参加費受取）

②子どもと調理開始

③料理を煮込んでいる
間に紙芝居をよんだ
り、ボランティアと
ぬりえ等をして過ご
すよ

１２：００ 昼食

１２：４０ 自由時間、ボランティアは後片付け
１４：００ 終了・参加者帰宅
１４：３０ ボランティアふりかえり会
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地域のボランティアさんに
落語をしていただいたり、
昔の遊びを学んでいます。

かき氷作りや、クリスマス
など、季節のイベントを企
画し、お楽しみ会を実施し
ています。

広い会場を使って体を
動かす遊びも取り入れ
ています。安全な環境
で、体を動かすことで、
子どもたちの楽しみに
つながっています。

食事以外の体験や学びの場
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ヤングケアラーについて 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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支援の必要な子どもへの対策の推進（ ヤングケアラー支援）

１  ヤングケアラーとは（ 厚生労働省）

２  ヤングケアラーの実態
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３  ヤングケアラー支援の方向性と配慮したいこと
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災害時における要配慮者の災害対策について 

 

豊田市福祉部福祉総合相談課 
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市民の皆様へ

について

高齢者や障がい者の方々 を災害時に支援するための

豊田市では、 災害時に自力での避難がむずかしいと思われる方々 （ 避難行動要支援者）

の生命・ 身体を守るため、 「 避難行動要支援者名簿」 を作成しました。

災害時には行政が可能な限り公的支援（ 公助） を行いますが、 それだけでは限界があり

ます。 災害を乗り越えるためには、 日頃から顔の見える関係づく りに努めるなど、 自分で

できることは可能な限り行う（ 自助） とともに、 地域の助け合い（ 共助） が大切です。

この制度の趣旨にご理解いただき、 地域の方々 や要支援者の方 が々安心して暮らせる地

域づく りにご協力いただきますようお願いいたします。

～ 自助・ 共助・ 公助の連携による支援体制づく り ～
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自治区、 自主防災会、 民生委員、 地域包括支援センター （ ６ ５ 歳以上の方のみ） 、

消防団、 警察（ 豊田市地域防災計画で定める避難支援等関係者）

【 提供先（ 避難支援等関係者） 】

３ 名簿の提供先は？

２ 名簿の内容は？

避難行動要支援者とは、 災害発生時等において自力での避難が難しく 、 避難行動をとる

ことに特に支援が必要とされる方です。

豊田市では下記のいずれかに該当する方を避難行動要支援者として定めています。

⑤＊ で登録を希望する場合は、 「 名簿登録依頼書」 （ 市役所で配布又は市ホーム
ページに掲載） を記入後に、 市に提出してく ださい。

住民基本台帳をもとに、 対象となる方の下記の情報を載せた名簿を作成します。

① 住所、 ② 氏名、 ③ 生年月日、 ④ 性別、 ⑤ 電話番号、 ⑥ 緊急連絡先

⑦ 避難支援を必要とする理由（ 介護度、 障がいの部位など）

避難行動要支援者の方々 が災害時の避難等の際に可能な限り地域で支援が受けられる

よう、 対象者本人の同意を得た上で、 市が日頃から名簿を以下の方々 へ提供します。

日頃から出す名簿については、 情報提供について同意された方の名簿のみとなりま

ますが、 緊急時には命を守ることを最優先とし、 不同意の方の名簿も関係機関へ情報

※提供することがあります。 （ ただし、 必ずしも支援が約束されるものではありません）

在宅で生活し、 下記のいずれかに該当する方在宅で生活し、 下記のいずれかに該当する方在宅で生活し、 下記のいずれかに該当する方

（ 施設や病院などに長期入所、 入院されている方を除く ）（ 施設や病院などに長期入所、 入院されている方を除く ）（ 施設や病院などに長期入所、 入院されている方を除く ）

① 介護保険における要介護３～５の認定者① 介護保険における要介護３～５の認定者① 介護保険における要介護３～５の認定者

② ひとり暮らし高齢者等登録者② ひとり暮らし高齢者等登録者② ひとり暮らし高齢者等登録者

③ 豊田市在宅重度心身障がい者手当の受給者③ 豊田市在宅重度心身障がい者手当の受給者③ 豊田市在宅重度心身障がい者手当の受給者

④ 身体障がい者手帳において、 視覚・ 聴覚・ 下肢・ 体幹の④ 身体障がい者手帳において、 視覚・ 聴覚・ 下肢・ 体幹の④ 身体障がい者手帳において、 視覚・ 聴覚・ 下肢・ 体幹の

いずれかが１ 級～２ 級の者いずれかが１ 級～２級の者いずれかが１ 級～２級の者

⑤ 上記に準ずる者で登録を希望するもの⑤ 上記に準ずる者で登録を希望するもの⑤ 上記に準ずる者で登録を希望するもの

１ 対象となる人は？
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４ 個人情報の取り扱いは？

５ 名簿を活用した支援とは？

６ 地域支援者とは？（ 隣近所の助け合い「 近助」 ）

避難行動要支援者名簿の活用（ イメージ）

登録依頼書の提出

同意者名簿の

提供・ 更新

見守り

支援

避難支援等関係者

自治区、 自主防災会、 民生委員

地域包括支援センター（ ６５ 歳以上の方のみ）

消防団、 警察

避難行動要支援者

対象者 豊田市

報告・ 相談

支援のお願い

よい人間関係づく り

名簿提供の同意確認

同意確認書の返信

登録を希望する方

緊
急
時
に
は
不
同
意
者
の
情
報
も
提
供

個人情報については、 市及び避難支援等関係者内において適正に管理し、 避難支援に

関わる目的以外には使用しません。 また、 名簿提供時には市が個人情報の取り扱い説明

を実施します。

同意していただいた方の名簿情報を自治区等に提供することで、 日頃の見守りや地域

の支援体制づく り、 災害時の避難誘導等に活用します。

地域支援者

（ 隣近所の方など）

見
守
り
・
支
援

連携

地域支援者とは、 要支援者への普段からの見守りや、 災害が発生しそう な

場合や発生した時に、 情報を伝えたり、 一緒に避難する等の支援に心がけて

いただく 方です。

しかし、 決して責任を伴う ものではありません。 普段からよい近所付き合

いに心がけ、 自分の命、 家族の命を最優先として、 可能な範囲で支援をお願

いするものです。
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豊田市福祉部 福祉総合相談課

TEL ３ ４ －６ ７９ １ FAX ３３ －２ ９４ ０

（ 平日 午前８時３ ０分から午後５時１ ５分まで）

災害に 備え て
（ 豊田市防災基本条例の基本理念）

行政機関の取組

市民一人ひとりの災害への取組

自 助
災害時に、 市民一人ひとりが自分の

身を守ることができるよう、 平時か

ら準備や心構えをしておく 。 （ 家具

の転倒防止・ 避難路の確認・ 非常持

出品の準備など）

地域の取組

共 助
近所の交流や避難訓練などを

通じて、 地域の防災体制を構

築しておく 。

災害時には、 できる範囲で要

支援者やケガをしている人な

どの避難を支援する。

公 助
避難行動要支援者の情報を共

有し、 災害を想定した準備を

行う。

災害時には、 市役所、 消防、

警察などにより救助活動や支

援物資の提供などを行う。

制度に 関する こ と のお 問い 合わせ
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●最寄りの自主避難場所

●緊急時の連絡先

●誰に助けてもらいますか？

●一次避難場所までの移動手段

●身近な地域の資源
【トイレ】  【電源】  

【関係性】  

【名前】  

【連絡先】  

●誰を助けますか？

【関係性】  

【名前】  

【連絡先】  

●自主的に誰に声を掛けますか？

【関係性】  

【自治区の事務所】  

【かかりつけ医】  

【薬局】  

【福祉の担当者】  

【　　　　　　】  

【　　　　　　】  

【名前】  

【連絡先】  

いざという時のために、 情報を準備しておきましょう

そな たす あ じ ぶん だ いじ

備えよう・ 助け合おう・ 自分もみんなも大事な『 いのち』
ちし き たす ひと おお たす

知識と助けが、ハンディキャップのある人にとっては大きな助けとなります。
し たす

知っておいてよかった、こんなことあんなこと、それぞれの助けになること

日ごろの
ひ

ぼ　う さ　い さ　い が　い

特に
とく

記入後に携帯・ スマホで写真撮影して保存しておくのもおすすめ！

もうどうけん

アイシーレコーダー

みみせん

ふえ

ヘルプマーク

ネブライザー

はくじょう

かみおむつ
ぼうおんイヤーマフ

ほちょうき

だいすきなぬいぐるみ

ストーマようぐ

しょうしゅうスプレー ウエットティッシュ

アンビューバッグ

りゅうどうしょくシリンジと
チューブ

さんそボンベ

くるまいす

おく すり

発行： 豊田市・ 豊田市地域自立支援協議会
問 合 せ： 豊田市福祉総合相談課 電話番号：０５６５（ ３４）６７９１ FAX番号：０５６５（ ３３ ）２９４０
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紙とペンを準備してね！

点数を合計して、目指せ高得点! !

まずは防災準備から

START

GOAL!!
おめでとう！

GOAL!!
おめでとう！

BONUS
 TI ME! !

制作協力： YAKA堂 取材協力： 合同会社 P-BEANS

Drop! Cover!  Hold on!

M
A

P

171

防災・ 災害時 すごろく  - 安全を確保しよう！ -
ふだんは安全な場所でも、災害時には大変危険な場所となりえます。またハンディキャップのある

人にとっては特に困ることが多くなります。日々 危険にそなえ、災害時には自分の身の安全を

確保しながら困っている人を助け、安全に避難できる場所を目指しましょう！

自分の身の安全を守れる場所を

見つけて避難できました！

家族と決めた避難所に

たどり着きました！

このすごろくは豊田市の公式サイトからもダウンロードできます。

災害に備えて持出し
品の準備をしよう
　 　 　 　 【 ＋10点】  

家族全員分の防災
リュックの準備を
してたら【 ＋20点】

避難に困ることが
あれば一人で悩ま
ず、 周囲の人に相
談しよう【 ＋50点】

困りそうなことを
誰かに相談したら 
　 　 　 　【 ＋60点】

地域の情報を
チェックしよう
       【 ＋10点】
防災マップ、ハザー
ドマップ等の情報
を確認できる方法
を５ 個探せたら
       【 ＋30点】

日頃から利用して
いる病院や施設の
連絡先、 担当者を
　 リスト にしよう
　 　 　 【 ＋30点】

実際にリスト に
したら【 ＋30点】

1週間分の食料や水
を確保しよう
　 　 　 【 ＋30点】

ローリングストック
するものを決め、
準備や手伝いをし
たら   【 ＋30点】

それぞれの障がい
に合わせて必要な
ものを準備しよう
　 　 　 【 ＋30点】

何が必要になるか
調べ、 実際に準備
したら 【 ＋40点】

災害時には危険が
いっぱい！枕元に
靴を置いておこう
　 　 　 【 ＋10点】

実際に置いている/
これから置く なら
　 　 　 【 ＋20点】

勤務先や自家用車
に帰宅支援セット
を入れておこう
　 　 　 【 ＋10点】

セット を準備する
、 徒歩での帰宅ル
ート の確認をする
なら   【 ＋30点】

「 緊急メールとよた」
に登録しよう
　 　 　 【 ＋10点】

実際に登録したら

       【 ＋20点】

シェイクアウト
訓練をしよう
　 　 　 【 ＋10点】

どんな訓練か調べ、
登録する【 ＋20点】

地域にどんな人が
いるのか知ろう。
防災訓練に参加
　 　 　 【 ＋30点】

実際に参加した、
するなら【 ＋40点】

家の中の大型家具
を固定しよう
　 【 ＋10点】

対策してある/これ
から対策グッズを
準備するなら
　 【 ＋30点】

避難所に行く 途中
困っている人に声
をかけた【 ＋50点】

今一緒にプレイし
ている人に日頃の
感謝の気持ちを伝
える   【 ＋80点】

自分の身の安全を確認
周囲の人の状況確認をする

休みの間にニュースなどで状況確認

ブロック塀が倒れて道が通れず、 迂回
したら今度は増水していて足元が見えず
、 仕方ないのでそのまま進んだらマンホ
ールに落ちてしまった　 　 　 【 ‒100点】

ふだん通る道に危険になりそうな箇所が
あるかどうか確認する 【 ＋150点】

通電火災を防ぐ為
にブレーカーを
落とした

【 ＋10点】

ブレーカーの位置
を確認したら
      【 ＋20点】

家族とはぐれて
しまった【 ‒50点】

緊急時の集合場所
を決め、災害時伝言
ダイヤル『 171』 を
体験する
【 ＋100点】

施設利用者に短く
簡潔に情報を伝え
た　 　 【 +10点】

状況を伝える練習
をする（ 災害発生場
所、最寄りの避難
場所等）【 ＋30点】

玄関の植木鉢が
倒れてドアが
開かない【 ‒10点】

避難経路の障害物
になりそうなもの
を整理するなら
    【 ＋30点】

職場に第一報を
入れた 【 ＋10点】

社内ルールの確認
、 連絡手段を複数
準備したら
【 ＋30点】

ハンディ キャップ
があるが、 支援者
がおらず避難でき
ない　 【 ‒100点】

防災訓練に参加し
たり、 近隣に事情
を伝える【 ＋50点】

豪雨で河川が氾濫しそう！【 -200点】

ハザードマップを確認し、

垂直避難訓練をしていたら【 ＋500点】

ここをクリアすればゴール！

ただし、サイコロをふる前の

合計点数がマイナスだったら

残念、スタートにもどる！

避難時に隣近所に
声をかけた
　 　 　 【 ＋50点】

日頃から隣近所の
人に挨拶をする
なら   【 ＋20点】

心停止している人
がいる！【 ‒50点】

最寄りのAEDの場所
を確認していたら

【 ＋100点】

自分の安全を確保
するため止まる

１ 回休んで冷静に
避難しよう

       【 ＋10点】

【 1回休み】

リュックにヘルプマークをつけた子ども
が一人で歩いていた。
おどろかせないようにゆっく り話しかけ
、 ヘルプマークを見せてもらい安全を確
保しながら一緒に避難所に向かう
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【 ＋400点】

火事だ！【 ‒100点】

防災訓練に参加
したことがあれば

【 ＋300点】

手伝えそうな事が
あればボランティア
をする【 ＋50点】

実際の避難所で
ボランティ アする
事が誓えるなら
    【 ＋500点】

余震だ！【 ‒100点】

本震はこれから! ?
慎重に避難しよう

避難する場所は

ひとつとは限らないよ！

まず準備として

自分が安心して避難できる

場所を確保しよう！

発災時には『 命を守ること』を

最優先に避難する場所を

探すことが大事だね！

危険がすぐそこに！
身の安全を確保

できる場所に避難
しよう！

家族と避難場所に
ついて話し合おう
　 　 　 【 ＋10点】

避難場所が決まっ
たら  【 ＋20点】

支援が必要な人は周囲にそのことを伝え
、 準備しておこう　 　 　 　 　 【 ＋30点】

ヘルプマークや障がい者手帳やお薬手帳
を定位置に準備したら   　 　【 ＋30点】

発 災

Warp zone
ワープゾーン

もう一回サイコロをふって、

【 偶数】 おめでとう！ゴールだ！
【 奇数】残念！スタートにもどる

だれも
とりのこさない
防災のために

このゲームは

防災準備及び

発災時の

行動の見直しを

するとともに

いろんな人の

立場に立って

自分が

何ができるか

何をすべきか

を考え、

自助・ 共助に

役立てる

ためのものです。

【 趣旨説明】

【 だれも取り残さないために】

ワープゾーン
【 ＋300点】

※ここを通ると必ず1回休み＋サイコロをふる※

【 ‒50点×サイコロの数字】
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ふくし防災すごろくについて 
 
このすごろくは、防災の準備や発災時の行動を学んだり見直すとともに、高齢者や 
障がい者などのいろいろな立場に立って自分に何ができるのか・何をすべきかを遊び 
を通じて考えることができます。 

 
すごろくは、市 HP でダウンロードが可能です。 
ぜひ事業所内での研修や防災訓練等でご活用ください。 

 
 
ふくし防災すごろくの遊び方 

 
１ 準備 

 
① 準備するもの 

・すごろくシート、サイコロ、人数分のコマ、得点票、ペン、計算機 
 

② プレイ人数 
・２人から  ※大人数のほうが楽しめます。 

 
２ すごろく全体のルール 

 
① ゲームの進め方 

・はじめに、得点票とペンを全員に配る。 
・全員でじゃんけんをして、サイコロを振る順番を決める。 
・全員のコマを「ＳＴＡＲＴ（スタート）」に置く。 
・プレイヤーの１，２，３，４，５番の順にサイコロを振ってコマを進める。 
 

② 順位のつけかた 
・参加するプレイヤーで順位のつけ方を決めてください。 
 A（防災学習優先） 最終的に持ち点の多かった人で順位を決める。 

プレイ時間 約 1 時間 
 B（ゲーム 優 先） ゴールにたどり着く順番で順位を決める。 

プレイ時間 約 30 分 
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③ マスの指示に従う。 
・コマが止まったマスに書かれている内容を大きな声で読みあげます。 

マスの上段に書かれた 
「＋〇〇点」「―〇〇点」の 
点数を自分の得点票に記入します。 

※下段に書かれた対策などが実施 
できていれば、さらに、加算します。 
今後、書かれた事を実行に移す決意を 
皆の前で宣言した人も加算してください。 

・マスに書かれている内容について、プレイヤー同士で「あなたはどう 」などと 
 情報交換などをおこなってください。 

 
④ ワープゾーン 

・ワープゾーンで止まったプレイヤーは破線に沿って、シート左側のワープゾーンに 
進みます。そのまま、もう一度サイコロをふって、ゲームの指示に従います。 
 

⑤ ゲームの終了 
・すべてのプレイヤーがゴールにたどり着いたらゲーム終了です。 
 

⑥ ゲームの勝敗 
・先にプレイヤー同士で決めたＡまたはＢに従い、勝敗（順位）を決めます。 

 
３ すごろくの特性 

① 「防災」「災害」「福祉」に関する専門用語 
プレイヤー同士、わからない言葉などを教え合ったり、調べたりして、備えを深めて
ください。 

② すごろくの進行は、災害時の時間の流れに対応 
ゲームの出だしは「備え」について、中盤は、「安否確認・避難判断」について 
終盤は他の人と避難する「避難行動」についてゲームの中で考えることができる設定
になっています。 

③ ゲーム優先か、防災学習優先か、皆さんで決めます 
早くゴールにたどり着くゲームを優先した遊び方でも良いです。 
または、一つひとつのコマに書かれた内容を皆さんで、考えながら進めることで、 
【個人・家庭の防災対策】 【地域の防災対策】 を深めて考えていただくこともで
きます。 

上段 

下段 
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共生型サービスの事業所指定について 

 

豊田市福祉部介護保険課 
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共生型サービスの概要

◆共生型サービスは、介護保険または障がい福祉のいずれかのサービスの指定を
受けている事業所が、もう  の制度における指定も受けやすくするための「指定の特例」です

◆平成３０年４ の法改正に伴い、障がい福祉サービス事業所において共生型サービスの指定を
受けることにより、同じ部屋・設備・同じスタッフで  齢者の利 を受け れることが可能となりました

◆共生型サービスの指定要件は、障がい福祉サービスの指定を受けて
いることになります

◆共 型サービス利 者数と障がい福祉サービス事業所の利 者数の
合計人数に対して、従業員数及び施設の面積や設備が障がい福祉サービスの
基準を満たしている必要があります

１ 指定要件

◆共 型サービスにおける利 定員は、共 型サービスの
指定を受ける障がい福祉サービス事業所が定める利 
定員です。

◆当該利 定員の範囲内であれば、サービスごとの利 者の
数に変動があっても支障ありません

（例）定員20名の場合、利  によって指定 活介護の利 者が10人、
共 型通所介護の利 者が10 であっても、指定 活介護の利 者が5人、
共 型通所介護の利 者が15人であっても支障ありません

２ 定員の考え方

高齢者＋障がい者で
定員以内であればOK

◆共 型サービスの管理者と、障がい福祉サービスの管理者が兼務であっても 障ありません

３ 管理者

１

◆共 型サービス事業所が 齢者の 援を う上で、それぞれのサービスに対応した指定居宅
サービス事業者等その他の関係施設から必要な技術的支援を受けている必要があります

４ 技術的支援
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出典 厚 労働省障害
保健福祉部H29.12.7第
16回障害福祉サービス等
報酬改定検討チーム「共生
型サービスに係る報酬・基
準について《論点等》」

５ サービスの種類

共生型サービスの指定を受けたいときは

申請手順の確認
（※ 障がい福祉サービスの定員の範囲内でサービスを います）

変更届等の提出（必要に応じて）
※ 共 型サービス開始により、運営規程や定款等に変更の

ある場合障がい福祉課への変更届が必要です

申請書の事前確認を受ける
申請書類に不備・不 がないか、内容が適切であるかなど事前確認を受けます
※ 申請書案を介護保険課へ提出、書類確認をさせていただきます
※ 既存サービスである障がい福祉サービスの指定通知の写しを添付いただきます

指定申請
介護保険課での事前確認が終了後、指定申請を い書類審査を受けます
書類審査が終わると介護保険課から指定通知があります

事業開始

まずは介護保険課へ
ご相談ください

１  続きの流れ【イメージ】

2

◆技術的支援はどこからどのような支援を受ける予定か
技術的支援を受ける相手先にお困りであればご相談ください

◆利 定員は１９ 以上なのか
定員が１８ 以下の場合、 齢者の利 は豊 市 に限られます。

２ 介護保険課への相談時に確認すること 【 例】

豊田市 福祉部
介護保険課 施設担当
TEL 0565-34-6634
FAX 0565-34-6034
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障がい者歯科事業について 

 

豊田市保健部総務課 
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令和４年度障がい者歯科事業のご案内 

（歯科健康診査と訪問予防指導） 

 この事業は、障がい者を対象に、むし歯や歯周病を早期に発見し治療につなげるこ
とを目的に行う「歯科健康診査」と、施設職員を対象に、正しい口腔ケアについて歯
科医師、歯科衛生士から学ぶ「訪問予防指導事業」を行います。 

障がい者は、様々な障がいやそれぞれ特有の口腔内の特徴があることで、口腔ケア
が困難であったり、偏った嗜好やこだわりが原因で、むし歯や歯周病が重症化しやす
い傾向があります。この機会に、ぜひ御利用ください。 

事 業 名  科健康診査 訪問予防指導 

対 象 者 通所施設利 者 入所および通所施設職員 

実施内容 問診、健診 口腔衛生の講義、質疑応答 

実施希望日 

７月 7 日、１４日、２１日、２８日 

８月４日、１８日 

９月１日、８日、１５日、２９日 

１０月６日、２０日、２７日 

１１月１０日、１７日 

※曜日は、いずれも木曜日 

１２月１日、８日、１５日 

１月１２日、１９日、２６日 

２月２日、９日 

※曜日は、いずれも木曜日 

実施時間 

・午前９時から１０時までに開始 

・午後１時以降に開始 

開始時刻 施設の希望に応じます。 

所要時間 施設によって異なります。 

・午前の場合 午前９時から正午までの間 

・午後の場合 午後１時から６時までの間 

開始時刻 施設の希望に応じます。 

所要時間 １時間程度 

回   数 １事業所あたり １回／年 １事業所あたり １回／年 

 
 どちらか一方または両方の申込みも可能です。 

 事業を希望される場合は、裏 の申込書にご記 いただき FAX もしくはメールにてお送りください。 

 申込期限 令和４年４ １４ （ ） ※期限後も相談に応じます 

【問合せ】  
豊田市役所 保健部 総務課 健康づくり担当 （ 野澤 安永 ） 
電話(0565)34-6723  ＦＡＸ(0565)31-6320 
E-mail hoken-soumu@city.toyota.aichi.jp 
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申込期限 令和４年 4 月１４日（木） 

送付書不要    送付先 豊田市役所 保健部総務課  き 
FAX  ０５６５－３1－６３２０ 

 
令和４年度障がい者 科事業 申込書 

 
 ◆下の＜お願い＞をご確認の上、ご記入お願いします。 
 

 事業所名                           担当者名                    

                                       〒     － 
  会   場                   （住所:豊田市                    ） 
 
  電話番号                       FAX                         
 
   科健康診査  □希望する   受診者数         人                   
 
  訪問予防指導  □希望する   参加職員 数      人                   

 第１希望 第 2 希望 第 3 希望 

歯
科
健
康
診
査 

日 時 

月   日（木）   月   日（木）   月   日（木） 

午前 ・ 午後 

      時から 

午前 ・ 午後 

       時から 

午前 ・ 午後 

       時から 

訪
問
予
防
指
導 

日 時 

月   日（木）   月   日（木）   月   日（木） 

午前 ・ 午後 

      時から 

午前 ・ 午後 

      時から 

午前 ・ 午後 

      時から 

◆下欄に希望する日時をご記入ください。（※おもて面をご覧ください。） 

＜お願い＞ 
・新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の中止等をお願いする場合があります。 
・事業によって、開始時刻が異なりますのでご注意ください。 
・メールでのお申込みの場合は、件名を「障がい者 科事業申込」とし、希望事業名等、必要事項
を明記してください。 

・日時が決定後、担当者から連絡いたします。応募が多数の場合、過去の利 状況等を勘案し
決定します。 

・訪問予防指導は、講師用のパソコン・プロジェクター・スクリーンを施設でご準備ください。 

申込  令和   年   月   日 
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Ｎｅｔ１１９緊急通報システムついて 

 

豊田市消防本部指令課 
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Net119 緊急通報システムについて 
 

１ システム概要 

Net119（ネット 119）は、音声による通報が困難な方がスマートフォンや携帯電話を

使用してインターネット回線により 119 番通報をすることができるサービスです。現在

地や今の症状をうまく言葉で伝えられなくても、スマートフォンや携帯電話の操作により

救急車、消防車を呼ぶことができます。豊田市では平成 30 年 10 月から運用を開始して

います。 

 

２ 対象となる方 

（１）聴覚、音声、言語またはそしゃく機能の低下などによって、音声で１１９番通報 

   をすることが困難な方 

（２）その他の理由によって、音声で１１９番通報をすることが困難または困難にな 

  るおそれがある方 

 

３ 利用条件 

（１）事前登録が済んでいる端末（スマートフォン、携帯電話）であること。 

（２）インターネットが接続されている環境であること。 

 

４ 市内の登録状況（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

H30 年度 136 人 

H31 年度 106 人 

R２年度 21 人 

合計 263 人 

  

５ その他 

（１）別添の手順に従って事前登録してください。 

（２）対象となる方がいつも使用している端末のみ登録できます。ご家族などの代理登録は

できません。 

（３）システム利用料はかかりませんが、通報時の通信料は利用者負担です。 
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Net119緊急通報システム

どんなシステム 

次ページの手順を参考に事前登録をしてください。

●アンドロイド ●アイフォーン ●ケータイ

しんせい よう に じ げ ん

ご

ご利用対象者
り よ う た い し ょ う し ゃ

豊田市消防本部 指令課
〒471-0879 豊田市⾧興寺 5丁目 17番地 1
メール shoubou-shirei @ city.toyota.aichi.jp
FAX 0565-35-9739 電話番号 0565-35-9724

と よ た し し ょ う ぼ う ほ ん ぶ し れ い か

（１）聴覚、音声、言語またはそしゃく機能の低下などによって、音声で１１９番通報
をすることが困難な方

（２）その他の理由によって、音声で１１９番通報をすることが困難または困難にな
るおそれがある方

で ん わ ば ん ご う

と よ た し ち ょ う こ う じ ち ょ う め ば ん ち 裏 面
あります

こ ー ど

病気・ケガ

火事

出 動通 報通 報

Ｎｅｔで救急車・消防車を呼ぶことができます。

つ ぎ て じ ゅ ん さ ん こ う じ ぜ ん と う ろ く

使用するには 
し よ う

こ ん な ん か た

お問合せ先
と い あ わ さ き

き ん き ゅ う つ う ほ う

び ょ う き

か じ

きゅうきゅうしゃ しょうぼうしゃ よ

つ う ほ う し ゅ つ ど う

う ら め ん

ち ょ う か く お ん せ い げ ん ご き の う て い か お ん せ い ば ん つ う ほ う

ほ か り ゆ う お ん せ い は ん つ う ほ う こ ん な ん こ ん な ん

か た
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にんしょう

り よ う しゃ

じょうほう

③ アイコン追加（ついか）

ほ ぞ ん さくせい

    

【メールアドレス承認へ】
をおす

【送信】をおす

   

   

メールが
届きます

した

下へスライドさせる 【同意する】をおす

名前や住所をいれる
【次へ】をおす

自宅を地図のまん中にする
【次へ】をおす

【申請する】をおす

  

右上の【 】をおす
右上の【 ☆ 】をおす

【ホーム画面に追加】
をおす

【追加】をおす

  

URL をひらく

読み取る
よ と

URL をひらく
ゆーあーるえる

ゆーあーるえる

なまえ じゅうしょ じたく ち ず なか

みぎうえ

メールが
届きます
とど

とど

URL をひらく
ゆーあーるえる

entry_23211@entry07.web119.info

メールが
届きます
とど

空メールをおくる
か ら

みぎうえ

① 申 請（しんせい）

② 登 録（とうろく）

●アンドロイド版
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① 申 請（しんせい）

② 登 録（とうろく）

り よ う しゃ

③ アイコン追加（ついか）

さくせい

した

   

URL をひらく 【メールアドレス承認へ】
をおす

【送信】をおす

   

   

URL をひらく 下へスライドさせる 【同意する】をおす

名前や住所をいれる
【次へ】をおす

自宅を地図のまん中にする
【次へ】をおす

【申請する】をおす

  

下の【 】をおす 【ホーム画面に追加】をおす 【完了】をおす

  

URL をひらく

ゆーあーるえる

ゆーあーるえる

なまえ じゅうしょ じたく ち ず なか

した

メールが
届きます
とど

メールが
届きます
とど

ゆーあーるえる

 
メールが
届きます
とど

entry_23211@entry07.web119.info

読み取る
よ と

空メールをおくる
か ら

●アイフォーン版
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り よ う しゃ

じょうほう

③ アイコン追加（ついか）

ほ ぞ ん さくせい

 
   

【メールアドレス承認へ】
をおす

【送信】をおす

   

   

した

下へスライドさせる 【同意する】をおす

【申請する】をおす

  

【サブメニュー】
をおす

【ブックマークへ登録】
をおす

【保存】をおす

  

URL をひらく
ゆーあーるえる

URL をひらく
ゆーあーるえる

名前や住所をいれる
【次へ】をおす

なまえ じゅうしょ

自宅を地図のまん中にする
【次へ】をおす

じたく ち ず なか

メールが
届きます
とど

entry_23211 @ entry07. web119. info

●ケータイ版

メールアドレス宛に
空メールをおくる
から

あて

URL をひらく
ゆーあーるえる

メールが
届きます
とど

① 申 請（しんせい）

② 登 録（とうろく）

メールが
届きます
とど
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